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ABSTRACT 

本稿は、筆者が国立大学法人小樽商科大学で、数年間担当してきた「英

語科教育法1II(教材開発論)Jの授業で培った経験を基に執筆した。英

語の教材は学習者が実際の使用場面で接する実体そのもの、またはそ

れに極めて近い性質を帯びている、オーセンティックな素材を学習の

ある時点で使用することが望ましい。本稿では、まず理論編として、

オーセンティシティの定義、学習者向けに作成された教材の特徴、オー

センティックな素材を使用する意義、オーセンティックな素材を自ら

入手し加工して使用する意義、オーセンティックな教材の使用を阻む

要因、タスクの特性と作成の原則、事前・事後リスニング活動に関わ

るスキーマ理論に触れ、さらに実践編として、作成に必要な一次デー

タ(アナウンス、インタビュー)および二次データ (3M: media、

movie、music)の5大オ」センティック素材について、それぞれの収

集法、授業で配布して使用するハンドアウトの実例、さらにそれらを

活用した具体的な授業案を提示する。

1.理論編

1.オーセンティックな素材 (authenticmaterials) 

1-1.オーセンティシティの定義

27 

英語の習得には教材用に調整された素材だけでなく、ネイティヴ・スピー

カー(以降、 NSと略す)に向けられた妥協のない生の素材 (authenticmate-

rials)に触れる ζ とが大切であるo いつまでもノン・ネイティヴ・スピーカー

(以降、 NNSと略す)である学習者向けに語葉・構文が調整されたり、原文

を書き換えた素材ばかりに触れていては、温室で栽培された野菜や果物が外
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気にさらされた途端に萎えてしまうかのごとく、教室外で実際の英語使用の

場面に出た途端に萎縮し、無力感を感じる事態になりかねない。このような

授業で扱われる教材と教室外の現実の素材との希離と、その結果生じる実践

でのさまざまな不具合は、リスニングにおいて特に顕著であるように思われ

る。

教室で扱われる英語教材や内容に対して、教室外で実際に運用されている

英語を総じて「生の英語J ，-生きた英語J ，-実践(戦)的な英語J ，-役に立つ英

語」などと呼ぶことがあるが、本稿では、英語の“authentic"をそのまま用

いて「オーセンティック(な)Jを使用する。また、どのくらいオーセンティッ

クな性質を帯びているかを示す度合いである“authenticity"(オーセンテイ

シティ)は一般に、“beingreal， actual" (OED V 01. 1， 1989: 797)や“reliability

and trustworthiness， stressing that the thing considered is in agreement 

with fact or actuality" (羽Tebster's N ew W orld Dictionary of American 

English: College Edition， 1988: 92)などと定義されているが、外国語教育で

は、以下にあるようにさまざま定義が与えられている:

“the degre巴towhich language teaching materials have the qualities 

of natural speech or writing" (Richards & Schmidt， 1992: 27) 

“any material which has not been specifically produced for the 

purposes of language teaching" (Nunan， 1989: 54) 

“those which are designed for native speakers: they are real t巴xts

designed not for language students， but for the speakers of the 

language in question" (Harmer， 1983: 146) 

“matetials not initiated for the purpose of teaching" (Porter & 

Roberts， 1981: 37) 

“materials which were originally directed at a native-sp巴aking

audience" (羽Tilkins，1976: 79) 

“a str社 chof r巴allanguage， produced by a real speaker or writer 

for a real audience and designed to convey a real message of some 

sort" (Morrow， 1977: 3) 
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上記の諸定義を総括すると、オーセンティックな教材とは、「ネイティヴ・

スピーカ向けのJ r教育を目的としないJ r自然な言語体の」性質を帯びた素

材を使用して作成されたものを指すと言える。では、英語を母語としないリ

スナーのために放送される VOASpecial Englishのような媒体をオーセン

ティックな教材と考えるべきか。VOASpecial Englishは1500語の基本語棄

を使ってわかりやすく書かれたスクリプトを通常の放送の朗読の速度より

30%程度遅くして朗読される。放送そのものは現実的に英語学習の教材とし

て活用されることが多いが、その朗読形態の調整そのものは語学学習のため

ではなく、あくまでも世界中にいる NNSのリスナーの理解を促進すること

が目的であるため、上記の Porter& Roberts (1981)や Nunan(1989)の

定義を満たす。情報収集という学習以外の目的のために聞いているリスナー

もいることから、本稿ではオーセンティックな教材と見なす。

ト2.学習者向けに作成された教材の 13の特徴

Porter & Roberts (1981: 177-178)は、従来のリスニング教材には以下にあ

る13の言語的特徴があると指摘した:Intonation; Received pronunciation 

(RP); Enunciation; Structural repetition; Complete sentences; Distinct 

turn-taking; Pace; Quantity; Attention signals; Formality; Limited vocab 

ulary; Too much information; Mutilation. 30年以上経た今日ではこれらの

指摘も再評価すべき点がいくつも出てきている。以下、彼らの主張(イタリツ

ク体)を要約しそれぞれ検証する。

1) Intonαtion 

者ダで便局~;à-3英語のグン丹治ーション材、 S罫'7)J子併Iz!fj1f0かグ-3貯の!fjlf0

万IZ義務Lて.tJ久美鮮に瓦ぐ厚い窮度のどクデC変ft(“unusually ωide and 

unusually frequent ρitch-movement'タ fρ.177ノノゑ契'3#-30

これは母語話者が非母語話者と話す時に意識的にまたは無意識に話してし

まう言語的特性である“，!oreignertalk"l) と重複する点が多いが、乙の話し方
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をされた学習者は、時に苛立ち学習意欲の喪失を起こすとともあり得ると

Porter & Robertsは指摘している。

2) Recevied pronunciation (RP) 

多'fj，ずのよ号車I;J、RP (イヂ、グス原彰英嘉手ノ 計話e!!ftでい-.50

BBC (英国国営放送)のアナウンサーが話すようなRPの使用者は英国全

体の3パーセントというごく少数派の話し方であると指摘している。しかし、

話し手が3パーセントであれ、イギリス英語の話者と接する機会の少ない学

習者にとっては、耳にするイギリス英語は圧倒的にイギリス系のメディアで

あり、伝達される RPであるという現実を踏まえると、“onlya tiny minority 

of British speakers" (p. 177)という記述は、単に発信者の数に言及してい

るだけであり、その数千倍はいると思われる受信者であるリスナーの数を

まったく考膚しておらず、学習者から RPへの関心を削ぐ程の説得力がある

とは言えない。また、米国での標準英語である“GE"(General English)へ

の言及はない。

3) Enunciation 

ダ19'の英軍手の街々 の車I;J揮帯主'i:1:tと、7E症に芳主re!!ft、月lt(assimilationノや
kf，iJ (ellision)投と官:/fM慨にfi!4うδftでい-.50

伺化と欠落は、オーセンティックな英語ではごく自然な高頻度の音声変化

であるにも係わらず、従来の日本の英語の授業では、発音およびストレスと

イントネーションの位置ばかりが強調され試験でも出題されてきた。英語教

育では、同化や欠落をフランス語教育におけるリエゾンの取り扱いと同じく

らいに重要視し、もっと系統立てて教えるべきである。

4) Structurα1 repetition 

ダダの英高亨て羽織ii!tZJ離'ff/jや緯遣が“with obtrusive frequenの"(突~0/::虜

皮切癖クilff0穿'bft-.5o
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その頻度は不明であるが、教授法上やむを得ない言語特性である。教材に

限らず、演説などの現実の英語使用の場合では、メッセージを強調するため

に、同じフレーズや構文を何回も意図的に繰り返すことは珍しくない。ゆえ

に、これを教材特有の特徴であると言い切るのは適切ではない。例えば、以

下の巨大慣石の地球衝突と人類の運命を描いた Mimi Leder監督の映画

“DEEP IMP ACT" (1998)の中の恒石落下後に名優MorganFreemanが演

じる米大統領が国民向けに行った演説の一節では、国民を安堵されるために

“But the waters receded. (でも水はヲ|いた)"が繰り返し使われている。さ

らに、“But"に関してはスピーチ中に 4回も使われ、談話標識 (discourse

marker)2Jになっている O 洋画の演説だが、本物の大統領のスピーチ・スタイ

ルを踏まえた構成になっているはずである。

The waters reach巴das far inland as the Ohio and Tennessee 

valleys. It washed away farms and towns， forests and skyscapers. 

昆長thewaters receded. The wave hit Europe and Africa， too. 

Millions were lost. Countless more left homeless. But the waters 

re四 ded.Cities fall. ~ they are rebuilt. And heroes die. ~ they 

are remembered. 

5) Complete sentences 

多't#の突毒事紋超法ヂ“neat，simple， rather short， wellJormed discrete sentences， 

rather than in more natural sequences 01 loosely connected clauses"印.177) 
?þ岩佐に話~il でい-:5 2久美擦の貯にグンプ;J-ーマノルミTゑ震て官“the J知:gmenta-

tion 01 linguistic structu1-es" ("，/1鹿野'ilのJを謂リがま道て事dj-:50 

これは、“Whereare you going?"と聞かれて、単に

または“Thestation."と答えるのではなく、“I'mgoing to the station."の

ようにアルセンテンスで答えていることを指すが、今日の教科書では文法演

習の例文は別として、リスニング教材の対話文で自然な形の応答が一般的に

なっている。日本語の場合でもそうであるように、書き言葉においては、句
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読点をしっかりと打ったセンテンスが発話の基本的単位となるのに対して、

話し言葉では、節 (clause)を中心とした発話の交換が談話の特徴である

(Halliday， 1994)。教科書を読んだ後で、その付属テープを聞くだけのリスニ

ングの学習だけでは、リスニングの際に常にセンテンス単位のインプットを

期待するがあまり、小間切れの発話を耳にすると不安になり、理解できずに

動揺するo すなわち、暖昧さへの寛容(tolerancefor ambiguity / ambiguity 

tolerance)が低くなり、不完全なものを頭の中で完全な形に直し意味を推量

するという大切なリスニング・ストラテジ、ーがいつになっても身に付かない

恐れがある。

6) Distinct turn-taking 

高裁-d'!::，'(l)場ilifiζ:/3いで、ダ材の悲嘉子でが摺デ;diLフ;dJI}草子4をよt'['J50ノ終乏でZう斗

6150治めiJ “distinct tum-taking" (p. 178)が灘ダ("伝言ヂ垣(";f5iJ 0 

これは会話や討論のマナーとしては守られるべきであり、教科書の性格上

そうした規範を示す役割も担っている。しかし、現実には白熱した討論や 3

人以上の参加者がいる場合などは、ターンの奪い合いがしばしば起きる O 英

語だけでなく、日本語の会話においても、テレビの討論番組に見られるよう

に、誰かが無言のポーズ (unfilledpause)を置いた瞬間に限らず、「ああ」

「えっと」などの会話の途中であることを声で示したポーズ (filledpause)や

さらに話の途中であっても割り込んでそのままターンを奪ってしまう場面を

見ることは少なくない。模範とすべき会話のルールやマナーを教えるために、

礼儀正しい対話文を聞かせるととには意義があるが、リスニングの学習には

それだけでは不十分である。発話の重複にも聞き慣れておかなければ、ラジ

オやテレビの討論番組や洋画の現実的なやり取りには対応できない。対話の

リスニングの場合、言葉が重なると理解は困難になるが、ポーズ時に起きる

ターン・テーキングにはもっと耳を慣らしておく必要がある O
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7) Pace 

f/f{;þjの吏若Uρフイグとffjf~tl i5。ごtl l;i;合ふシも毅材のø;;tの得離で疹 i5 0

教材の朗読のスピードが遅いのは、ゆっくり話せば学習者はよく聞き取れ

るだろうということが前提にあるからに他ならない。しかし、朗読の速度と

理解度の間に高い負の相闘が必ずしもあるとは限らない。 Kohno(1981)お

よびSuzuki(1999)の研究では一定のチャンク毎にポーズをおいた時に理解

度が向上することが明らかになっている。また、竹蓋(1984)は、発話(文)

単位または段落単位の切れ目で、もともと入っているポーズを少し長くする

ことで、発話中の自然な音声構造を崩さずに済むと指摘している。これに従

い、ナチュラJレスピードのニュースの朗読に一定の間隔でポーズを入れて編

集し理解度を高めようとする教材3) もある。また、朗読の遅さ (theslowness) 

が“mayirritate" (p. 178)となることがある o 苛立ちは、実際の対話でも開

き手になった時によく起きる現象である。母語が英語であろうとなかろうと、

非常に遅く、しかも考えながら話すというより、話しながら考えている人が

いるので、苛立ちに対して教材のレベルで慣れて準備しておくことにも意義

があろう O しかし、ゆっくり話されることの弊害は、苛立ちよりも、実際の

自然なまたは早い英語を聞いた際に対応できなくなるのではないかという不

安を学習者が感じることではないだろうか。

8) Quantiか

ダダU元1官て官、厚長子がkIl:rsjCグ重だ万、 07.う'0Ð 子tll:fと、完イ!fjf~T'、によターン

さF変之 i50 0;OO 0、美;僚の定1官てW:，17.万が一方A7IZ，罫Lノ蕗グ、席者ご正ζI:!i!f，の変
革扮1fj;OJ'):ぐjfffg i50 

この指摘はだいたい正しいが、対話者の人間関係と隣接ペア (adjacency

pair) 4)のパターンになっているかによって大きく異なってくる。また、あま

り話し過ぎないで、両者同じくらい話すことが適切でトあることに価値を求め、

指導している教師も少なくないだろう。そうしたことで、この会話の分量に
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ついては、教材の特徴ではあるが発話の指導においては全面否定される合理

的な根拠が見出せないのではないだろうか。

9) Attention signals 

設討のよぎ車て官“uh-uhγ' や“n~m's" <<'どの勺lttentionsignals" (p. 178) 

が子三在('，:f){5o

この指摘は今日の教材ではほとんど当てはまらない。日本の高校で使用さ

れているオーラノレ・コミュニケーションA(リスニング中心)の教科書19種

類の全てのレッスンの対話部分の特徴について談話分析的観点から分析した

研究(岡野他、 2003)では、談話の標識や注意喚起の信号(discoursemarker 

& attention signals)に関する分析をしたところ、“Well"“But"“Now"“And"

などの談話標識としての頻度は低いが使われており、注意を喚起する信号と

しては、“Excuseme， (but)"がもっとも頻度が高く、“uh-uh's"と“mm's"

は皆無で、“Hey"と“Oh"が若干例であるが確認された。

10ノFormality

ダダの英語の嘉手去費や益事二せがア才一マノルで必グ、 Jff1J-gf';A管 (sωear-ωords)fj:蔚

Lで登場ですヌペスランク、、や口車'Jj{J<<' /E:ろま平 (colloquialformsノぽ滞IZ0;;}Offiぎ'ItJ~

flτいと会い。

駕り言葉は実際の会話やテレビのドラマや洋画で使われることがあるの

で、使用については要注意である。特に若年の NNSほど“four-letterwords" 

を面白半分に使いたがる傾向にある。ただし、学習者自身が罵られたことに

気付くために、ある程度の罵り語を知っておく必要もある。後者のスラング

や口語的な形態を知らなければ、当然洋画や洋楽の歌詞の理解が困難になる。

スラングはある決まり文句と同様に語棄の領域であるが、口語的な形態は構

文、すなわち文法の領域であるO 例えば、“Themovie was much better than 

1 had thought."の“than"以下を過去完了形ではなく“than1 thought." 

のように過去形にしたり、“Bywhom?"の代わりに“Bywho?"をアメリカ
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英語の NSは日常の会話で使うことを知っておくべきである。こうした口語

的な形態は、話者の教養などとは関係なく広く母語話者の聞で一般化してい

るという事実を知らずに、口語的またはインフォーマノレな発話をする話者の

知的レベルを疑ったり偏見を生むことがある。この点、この口語的な形態に

関してはもっと本格的に地域差などを含めて明示的に指導する必要がある。

11) Limited vocabulary 

会ii!fos!.伝助役場iJffi古伊三事-i?次沼て背'/lJ;5i ft {5 !!lt実M:涯グ r'J ft、 j;1J~J!jJ，助役場

ilffC';賀原;5i，f{{5!!lt長きが官房;5ift{5解舟に必{5o

現実のリスニングでは具体的な専門の語集なども登場する。しかし、一般

的な英語の教育の場面では不可避な配慮であり、 ESP(English for Specific 

Purposes)のように特定の分野に特化した指導の下では可能であろう。指導

上、リスニングは音声の認識に基づいた内容の理解であるべきであり、そこ

に語棄知識の要素が入ると指導の焦点がぼけてしまい、リスニング指導と語

棄指導が混同して、内容理解を確認するタスクの実行にも支障をきたし兼ね

ない。茶道の割稽古のごとく、個々の技を磨いてから後にそれらを統合して

より現実における多面的な能力が一度に可動されるスタイルに徐々に移行す

べきである O

12) Too much information 

家財のが罫て官、ゲーをンアイクク守番号:ilffj; IJ é庁象徴I~均'y-{5 j;グ罪表'IJ!J-i?fff

J受 (moree~ψlicit 1'eference to objects)が活む吉;5ift {5o 

これは教材の話し手と学習者の聞に共通の知識が最小限に留められている

と仮定されているためであり、そのためにわざわざ言葉に言い表わさなくて

もその場にいればわかるものまで言葉で表す傾向にある O これは映画のおけ

る、背景の説明をさらりと含める説明セリフに相当するものと思われる。
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13) Mutilation 

グズニンク哀を再ずに材、 Jタイプライターや尋ぎの窟彦、 ftl1ノくの会話.;(;t!:'、0)水車の慶長f

7Y$-::t /lていぷごとがAうった(C;(;tい。

今日の教材の中には臨場感を出すために、車のクラクションや人のざわめ

きなどの生活音を入れているものは少なくない。また、Litt1ewood(1981 : 

65)が指摘する 3つの物理的障害である、backgroundnoise'、distancesound 

productionグヘmclearsound production"の2番目の遠くから聞えてくる発

話についても教材でしっかりと再現されているものもある O 外部の騒音や雑

音などは、確かに日常では茶飯事であるので、多少邪魔な音が聞こえても、

自分が聞き取ろうとしている音に集中する訓練も大切である。この点、別に

騒音を故意に入れてある教材でなくても通勤通学時に聞けば外からの雑音が

自然と入ってくるので、よい訓練になりそうである。

以上の 13の特徴は、各所で指摘したように 30年以上を経た今日では改善

点も見られる。例えば、 Gilmore(2004)は、 1981年から 1997年の間に出版

された授業で使用されている教科書(coursebook)で掲載されていた対話文

(dialog)を分析した結果、1)ターンの長さとパターン (lengthand turn-

taking patterns)、2)語棄の密度 Oexicaldensity)、3)言い違いや反復

(number of false starts and repetitions)、4)ポーズ (pausing)、5)発

言の重複と連続発話の頻度 (frequencyof terminal overlap or latching)、

6 )鷹踏を表す方法とあいづちの使用 (theuse of hesitation devices and 

back-channelling)の6点でオーセンティックなインターラクションとの講

離を特定し、さらに最近の教科書を比較した結果、より自然な談話の特性

(more natural discourse features)を帯びてきていると指摘している。以上

のように、教室で教えられる英語と教室外の実際に使用されている英語との

希離は、このような音声のみならず、語葉や構文、さらに談話のレベルにも

及ぶ。教室で発信のために覚える英語と実際に受信して聞き取る英語との聞

にミスマッチがあるために、学習者は戸惑うのであるo しかし、この議離は、
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決して不正確な判断のために生じたものではなく、よりわかりやすく伝えよ

うとする“foreignertalk"と同様に意図的に調整されたものであり、理解可

能インプット (comprehensibleinput)を確保するための教育的配慮である o

そして、この請離を学習者のレベルに合わせて徐々に縮めて行くカリキュラ

ムを編成しているように思われるo しかしながら、日本では中学1年の教科

書の付属テープの英語と高校3年生のリーダーの教科書を比較してみても、

語棄と構文のレベルが上がっただけで、音声面での教材の特徴は基本的に維

持されたままである。

リスニング教材は学習者のレベルに合わせて語棄・構文だけでなく、朗読

時の音声面でのオーセンティシティのレベルも同時に高めるべきである。現

場の教師は、付属テープが語葉構文だげがレベルアップしてフォーレー

ナー・トークが維持されている場合には、 NSに自然な話し方で朗読し直して

もらい、それを学習者に本来のテープと一緒に授業内で提示して、その差を

学習者に気付かせることにも意義があろう o この点、 Cathcart(1989)もオー

センティックな談話が教科書執筆者の作った談話といかに違うかということ

を示すためにオーセンティックなデータの収集が大切であると述べている。

1-3.オーセンティックな素材を使用する意義

英語学習者がオーセンティックな教材に触れることは英語の習得のある時

点では必須であり必然である O その時期とは、入試を終えてさまざまな制限

から開放され、教師の自由裁量が大きい大学入学時であると考える O この時

期はオーセンティックな教材を使用しながら、学校文法との相違点を示しな

がら、学習者のこれまでの教室で得た英語の知識を再編することが可能な理

想的な時期である。授業の展開においても乙の点を十分踏まえたシラパスの

作成と日々の授業の運営が大切で、ある O なぜオーセンティックな教材を授業

で使用するととが好ましいのだろうか。

まず第1に、上記に述べた 13項目のように、教科書の英語と現実の英語の

講離 (p.99)は見過ごせない。実際の英語と異なる特徴の音声を聞いてばか
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りいても、現実の英語には対応できないのは明白である。この議離は、学習

者が現地で英語が通じないという実体験として痛感され、学校の英語などは

まったく役立たないなどという妄言を生む。これがオーセンティックな教材

の正当性を支えるもっとも重要な根拠として他の研究者にも認識されている

点である。 Swan(1985)は、学習者が一般の教材だけにしか接していなけれ

ば“theylearn an impoverished form of the language and will find it hard 

to come to terms with genuine discourse when they areexposed to it." 

(p.85)と述べている。また、 Swaffar(1985)は“exposureto and practice 

in decoding the message systems of authentic texts" (p. 17)の必要性を説

いている。

第2に、英語の世界的な普及により、我々は教科書で慣れ親しんでいる世

界にいる推定3億強の英語の NSが話す英語のみならず、音声、語棄や構造、

さらにその思考法において母語 (L1)の影響を強く受けた、残りの数十億の

英語の非母語話者の英語の聞き取りを無視することはできない。現在普及し

ている教科書の英語の音声のほとんどがアメリカ人とイギリス人を中心とす

る英語の NSが朗読したもので、一部日本人旅行者や移民など部分的に登場

する程度であるものが多い。現実的には、日本人は中国人ビジネスマンとも

韓国人ビジネスマンとも英語で会話する機会が増えてきている。米国人や英

国人との会話を想定しての学習だけでは不十分なのである。この点について、

Major他 (2002)は以下のように(外国語)説りのある英語に対する配慮が

英語のリスニングテストでは欠けていると指摘している:

Tests of ESL listening comprehension attempt to sample from 

language that reflects what巴xamineerswill be expected to compre-

hend in the relevant contexts， but most listening tests do not 

address the fact that accented English is a normal part of ESL 

list巴ning.(p. 173) 

確がに現行の教材は NSの英語に終止しており、現実には NSの英語より

接する機会の多いと考えられる NNSの英語を聞き取れる力を計っていな
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い。ただし、公開会場で実施される TOEICは2006年5月のより、以前まで

アメリカ人が朗読していたリスニングの部分が、アメリカ人に加えてカナダ

人、イギリス人、オーストラリア人の朗読がほぼ均等に含まれるようになっ

た。

英語の世界的な広がりと NSをはるかに上回る NNSが存在する事実を考

慮、すれば、将来的にはNSのバリエーションを増やすだけでなく、中国語、

スペイン語、ヒンズー語、アラビア語、プランス語など使用人口の多い母語

話者の話す英語も加え、説りのある英語を聞き取る力を聞き取り能力の一部

に加え、技能として認定すべきで、はないだ、ろうか。この点に関して、Major他

(2005)は、 TOEFLに関して様々な英語の変種の聞き取り実験の結果を踏ま

えて以下のように述べている:

Authenticity of dialect in a listening comprehension test is d巴sir-

abl巴becaus巴itcaptures aspects of the real-life listening situation 

that international students might experience during their stay in 

American univr巴sitiesand colleges. (p. 63) 

また、彼らは Backman& Palmer (1996)の“targetlanguage use domain" 

(p. 44) 5)に触れ、以下のように述べている:

If a test is to be generalizable to test-takers' language ability to use 

language outside the test itself， this would suggest that the variery 

of dial巴ctsthe test takers encounter outside the test should be 

included in the test. (p. 63) 

しかし、彼らはオーセンティシティを高める際に“fairness"(p. 63) との

バランスを取ることの重要性を訴え、どの変種をテストに採用すべきは北米

で聞かれる変種に関する包括的な調査が必要であるとしている。

第3に、国際化の進展により人的交流の拡大や海外留学の普及、インター

ネットおよびサイトのコンテンツの充実に伴うオーセンティックな言語デー

タに直接触れる機会の増大、洋画の DVDや洋楽の CDやその他のメディア

の発達と低価格化が進み、より本物の素材に触れる機会が増えてきたことな
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どが重なり、教科書の英語と現実の英語の主席離を学習者自身が気付いてし

まっていることを無視できない。すなわち、学習者のチェックが厳しくなっ

ているのである o このような多面的な情報収集が可能な現在の学習者に対し

ては、教える側は情報と知識の優位を保ち、常に質の高い、価値ある知識の

伝授に努めるべきである。

第4に、オーセンティックな素材に触れることで学習者の関心と興味が高

められ、教材に対する信頼が高まる点である。教室の英語と教室外の英語が

需離していれば、学習者は不安になったり、学習意欲を喪失するだけでなく、

授業や教師、学校に対して不信感を抱くことにもなりかねない。ただし、少

数派であるが反対の見解もある。 Peacock(1997)は初級レベルの EFL学習

者がオーセンティックな教材は人為的教材Cartificialmaterials)より面白く

ないと回答したと報告している。これは学習者のレベルよりも扱う教材に対

する興味の議離があったものであると考えられる。オーセンティックな教材

には洋楽、洋画、メディアなど教師の判断で学習者が興味を持ちそうな素材

をいくらでも探し出せるはずである O かつてのようにオーセンティックな素

材の入手が困難であった時代と異なり、ネット社会になりそうした素材を学

習者が自由自在に入手できる現実では、なおさらその風潮は高まってきてい

る感がある。伝統的な英語教室では軽視または意図的に回避されてきた英会

話もオーラル・コミュニケーション 1• IIとして高等学校のカリキュラムの

中に取り入れられるようになった経緯があるように、オーセンティックな教

材もより正式な取り扱いをされる時が来るだろう。高校の英語の教科書に

ニュースのひとつぐらいは、天気予報でもよいから載せてもらいたいもので

ある。

1-4.オーセンティックな素材を自ら入手し加工して使用する意義

今日メディアの英語を中心にオーセンティックな素材がその性質を変えな

いまま教材の形で販売されている。それらをそのままテキストとして使用す

ることもよいが、教師自らが生のデータを収集し、加工し、使用することに、
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以下4つの大きな意義がある。

まず第1に挙げられるのは、著作権の問題のために、市販されているオー

センティックな教材の種類が限られている点であるo テレビやラジオの

ニュースなどのメディアに関しては、現在、日本の一般の書屈の語学のコー

ナーには実際に放送されたニュースの音源をそのまま CDにコピーした教材

が販売されているが、 VOA、CNN、BBCなどのメジャーな放送局のものに

限定されている。洋画に関しては一部の出版社が解説付きの脚本や関連して

教材を販売しているが、数は限られている。洋楽に関しては特に著作権の縛

りが最もきつく一般の書庖ではほとんど見られない。確かに、大学の教科書

では徐々に増えてきているが、それも数は限られている O 教員が使用したい

と思っている理想の素材を見つけ出すのは容易ではない。

第2に、市販の教材はデータ収集から出版までには数か月の時間を要し、

その聞にメディアの英語などはニュースとしての鮮度を失ってしまう。多く

の学習者がニュースの内容を知っているために、敢えて聞き取ろうとする気

も起こらず、内容を把握するタスクなどができなくなることもある。

第3に、特定のレベルの学習者をターゲットとした市販の教材と異なり、

オーセンティックな素材は、教材として未加工であるために、教師が教室の

サイズや学習者のレベノレ、さらに教師の好みに合わせて自由にタスクを作成

し運営できる。学習者のニーズに合った素材を学習の教師自身が満足行くよ

うに自由に調整できる点は魅力的である。

第4に、オーセンティックな素材を収集し加工する過程で、教師自身の英

語力やインタビューの申し入れなどの社会的スキルの向上も可能である。こ

の点、において、教材は作成(執筆)した本人がもっとも学習の思恵を受ける

と言えるのではないだろうか。

1-5.オーセンティックな教材の使用を阻む要因

市販または自ら入手加工した教材かの如何を問わず、オーセンティックな

教材の教室での使用を困難にする要素が4点ほどある O まず、それは初級レ
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ベノレの学習者には不適切ではないかという懸念である o Larsen-Freeman 

(1986)は、オーセンティックな教材の使用に対して以下のような懸念を呈し

ており、扱う分野の制限を提唱している:

For students with lower proficiency in the targ巴tlanguage， it may 

not be possible to use authentic language mat巴rialssuch as these. 

Simpler authentic materials (for example， the use of a weather 

forecast when working on predictions)， or at least ones that are 

realistic， are most desirable. (p. 136) 

天気の話などは、日常的な現象で皆一般的な知識は持っているのでレベル

に関しては問題ないであろう。 Richards& Schmidt (1992)は、教育的な配

慮からオーセンティックな素材を修正 (modify)して使用することを支持し

ている。また、教材の特徴を指摘し、オーセンティックな教材の使用を擁護

する Porter& Roberts (1981) もその限界を説明している:

We would str巴sshere that we are certainly not advocating expos-

ing the learners solely or even mainly to recordings from life; the 

use of listening to provide models for production is legitimate and 

an important part of teaching目 Butwe would also stress that we 

cannot巴xpectlearners to handle types of languag巴theyhave never， 

or hardly ever been exposed to. (p. 179) 

また、 Hinkel(2006)は複数の実証研究の結果を踏まえて、オーセンティッ

クな教材の使用の限界を述べている:

Th巴findingsof these analyses have made it evident that， in many 

cases， employing authentic language in listening instruction can be 

of limited benefit because of a variety of constraints， such as the 

fast pace of speech， specific characteristics of spo!-句ngrammar and 

lexicon (e. g.， incomplete sentences and ellipse， a出sin h恥edid Lωuhαat:♂の?乃戸η)

cultural refer巴ncesand schemata， and dialectal colloquial expres-

sions. (p. 117-118) 

この“specificcharacteristics of spoken grammar and lexicon"を学習

の阻害要素のように記述しているが、まさにそれこそが現実の英語の話し言
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葉の特徴そのものであり、これを回避し続けていてはいつまでたってもオー

センティックな英語は聞き取れるようにはならない。むしろ、丁寧な解説を

加えながらオーセンティックな談話の特徴を系統立てて教えることが大切で

ある。 Morrison(1989)は、同ーのニュース素材を初級 (elementaryclass) 

と上級 (moreadvanced class)の2つのレベルの学習者に使う手法を示し、

オーセンティックなリスニング教材が上級レベルのみならず、すべてのレベ

ルの学習者に有効であると主張しているが、全く同感である。これに関して、

武井他 (2002)は、 Haenouchi他 (2000)がNSとNNSの英語教師および

大学生に対して行ったアンケートで学生がオーセンティックであると感じる

教材を学びたいと欲している一方で¥教師はレベルに応じてオーセンティシ

ティをコントロールしようとするf頃向にあるという乙とが明らかになったこ

とを紹介している。

第2には著作権の問題である O 今日、たいていのメディアや洋楽・洋画は

教育目的の使用が許容されているが、中には教室内の限定的使用に対しても

使用料を請求するメディアも現実に存在する。ただし、メディアの英語に関

しては、米国の国営(国務省)放送である VOA(V oice of America)は教

室内での使用はもちろん、出版についても著作権を放棄しており何人も自由

に使用することを認めているo

第3は、教師自身がオーセンティックな素材を使いこなせないことである。

市販の教材を使用することに慣れているために、未加工の素材をどう収集し、

加工し、どう教えるかの基本的な訓練の機会を提供している授業を閑語して

いる大学の教員養成課程8)は少ない。

最後に、これまで教材の英語がオーセンティックでなかった理由がもうひ

とつある。 Porter& Roberts (1981)は、リスニング教材があまりにもオー

センティックなものと希離して、理想的なきれいで聞きやすい英語にこだ

わってきた理由のひとつとして、以下の記述にあるように、オーディオリン

ガJレの時代に、リスニングの主たる目的が話すためのモデルとなる構文を提

供することにあったと指摘している:
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Listening was the first step in a teaching strategy for production 

and so had nothing to do with the handling of new information and 

unpredicted language with its diverse characteristics， which are th巴

巴ssenceof authentic listening. (p. 179) 

このようにリスニングが「聞いて話す」というように教授法上セットに限

定されてきたために、あくまでもしっかりと開き取れ、しかも発話の段階で

しっかりと反復できる長さの模倣用のアルセンテンスが中心に扱われ、教育

上使用しでも差し支えない語草案が厳選され、センテンスの体をなさないフ

レーズや罵り語やスラング、さらに構文の定着に寄与しない決まり文句など

はおのずと排除されてきた。そのため、聞き取りでの頻度の高い形態よりも

とう話すべきとあらかじめ規定されたモデル・センテンスに限定されたイン

プットしか与えられていなかったのである。

オーディオリンガルの時代には、リスニングはスピーキングの補助的な役

割と考えられており、さまざまな変種のあるオーセンティックな英語を聞い

て理解する授業は疎かにされてきた外国語教授法の変遷の経緯があっとこと

に注目すべきである O リスニング教材で扱われる対話文(dialog)はオーディ

オリンガルの時代は教材の中心であり、パターン・プラクティスなどを通じ

て、反復 (repetition)、置き換え (substitution)、転換(conversion)などの

口頭演習に重用されていた。現在においても、対話文の作成において、教科

書の筆者はまだこの時代の「話すためのインプット」に引きずられているの

ではないかと考えられる。

2 .タスクの特性

2-1. J .C. Richardsのタスク作成原則

英語教育界の大御所Richards(1987)は、リスニング活動の善し悪しを評

価するための 5つの基準を体系化した。(以後本稿においてとの 5つを 'Ri-

chardsの5大原則」と呼ぶ)
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原J!/1 Content vαlidity的容の'%!-lff控j

あるリスニング活動が本当に“listeningcomprehension" (聴解力)の練習

になっているか。彼の批判では、従来のリスニング教材には、聴解力よりも

読解力や知能に結果が影響されるタスクが多いことを指摘している。

JlJfJ!!/ 2 Listening comprehension or memoη 繍'fflf-歩合のぷ由度才安のzタヅ

聴解力そのものよりも長期記憶 Oong-termmemory) に依存するものに

なってはいないか。具体例として、一定の長さの文章を聞かせた後の Trueor 

false (内容真偽判定)形式のタスクの例をあげて以下のように述べている:

For example， a set of true/false questions fol1owing a passage on 

a tape might indicate how much of the material the learner can 

remember， but this kind of activity in no way helps the learner 

develop the ability to grasp main ideas or extract relevant details. 

(p. 171) 

ζれを防ぐためにはリスニングをしながら完了する“completewhi1e lis 

tening task" (p.174) を導入すべきとしている O すなわち、後述する内容に

関する質疑応答や多義選択などの出来具合いが、記憶力に依存しないように、

前もって提示してから行うべきであるということだ。同氏はこの点について

以下のように明確に解説している:

By posing the task before the students listen to the tape， the 

listeners are given a purpose for listening which forces them to 

focus on selected information. They can also compare information 

they hear with information they obtained from their pre-listening 

group discussions. (p. 174) 

同様に、 Ur(1984)もタスクの事前提示の重要性を以下のように述べてい

る:

Heard discourse which corresponds closely to what the listener 

expects and needs to hear is far more likely to be accurately 

perceived and understood than that which is unexpected， irr巴levant
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or unhelpful. Thus it would seem a good idea when presenting a 

listening passag巴 inclass to give the students some information 

about the content， situation and speakers before they actually start 

list巴ning.(p. 4) 

この点、実用英語検定、TOEFLやTOEICなどのリスニング問題は!日態依

然としており、post-listeningの段階で導入されている。渡及効果(backwash

effects)として、受験準備を進める学習者は、依然として記憶力に依存した

練習を積まざるを得ない状況にある。

原J!1j3 Purposejulness and transjerability (l! pgとg高官ノ

教室内の活動そのものが実際の生活上のリスニングの場面の目的に沿った

ものであるか。例えば、テレビのニュースを教材に使用する場合、ニュース

を聞く現実の世界での目的は情報の入手Oisteningfor information about 

events)であるのに、空欄穴埋めなどは、本来の活動の目的に合致していない

ということである。

)fffJhグ4 Testing or teachingほt償法按事Zガ

リスニング活動が指導ではなく試験のようになってしまっていないか。

試験は現時点での学習者の知識を計るものだが、指導は知識を得る手助げを

するものである。試験のようにならないようにするには、 pre-listeningacti v-

itiesを充実させることが大切であり、その手法としてディスカッション、質

疑応答、背景知識 (script)を高めるためにシーンや登場人物に関する情報が

書かれた短い段落を読ませるなどのタスクを奨励している。

)fffJhグ5: Authenticity (求微少

インプットされる目標言語 (targetlanguage)が自然な談話にどれくらい

似ているか。これについて同氏は以下のように主張している:

While much authentic discourse may be too disflu巴ntor difficult to 

understand without contexual support， materials should aim for 

relative authenticity if they are to prepare listeners for real listen-
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ing. (p. 172) 

オーセンティックな談話の難解さはあるものの、完全でなくても少なくと

も“relativeauthenticity"を目指せという指摘は大切である。これにより、

即興の現実の生の談話に限定されることなく、創作された談話である洋画や

テレビ・ドラマ、さらに洋楽の歌詞もオーセンティックに準ずる素材として

認定されることになる。なにより、洋画や洋楽が“target"として、その聞き

取りを目指している学習者が世界に多数存在していると仮定するなら、それ

らは既にオーセンティックな素材として認知してよいはずである。

同氏は以上の点を踏まえたモデルを提示しているが、簡潔にまとめると以

下の手順となる(以下の 7ステップを本書では iRichardsのリスニングモデ

ノレ」 と呼ぶ)。

STEP 1 :談話の大筋を問う 2、3の質問をリスニング前に口頭で提示する。

STEP 2 :一度談話を聞かせながら、質問に答えさせ、解答する。

STEP 3 :よく細部の情報を問う質問を多義選択式で提示する。

STEP 4:再度談話を聞かせながら質問に答えさせ、解答する。

STEP 5:今度は、内容真偽判定をいくつか提示する。

STEP 6 :再度談話を聞かせながら質問に答えさせ、解答する O

STEP 7 :最後に語棄に関する解説を詳しく行う O

ただし、談話の性質や設問の内容に応じて、多義選択と内容真偽判定は入

れ替えてもよいと考える。

2-2.オーセンティックなリスニング活動のためのタスク

オーセンティシティに関して、 Guariento& Morley (2001)は教材につい

て議論がさかんであるのに対して、タスクに関してはあまり議論されていな

いと指摘している。 Larsen-Freeman (1986)は、“Itis not so important that 

the materials be genuine as it is that they be used authentically." (p.136) 

と素材そのものよりもその素材をオーセツティックな使い方をするほうがよ
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り大切であると主張しているo いくらオーセンティックな教材を用いても!日

態依然とした教授法で教えては素材を活かしているとは言えない。オーセン

ティックな素材が入手できたら現実の言語使用に近い形態のタスクを通し

て、学習を促進するようにしなければならない。本稿でいうタスク (task)

とは学習した項目を強化したり習得するために用いられる諸活動(各種の文

法・語棄演習、質疑応答、ゲーム、ロールプレイ、ペアワーク、グループワー

ク、ディスカッション、ディベートなど)を意味し、これらは評価のために

行わればテスト (test)となり、同じものが学習の強化や習得のための行われ

ればタスクと呼び名が変わるだけで同ーの活動 (activity)である o

聞き取りのタスクは、話の内容の理解に努める、すなわち 5WIHを把握

するための内容理解(comprehension)と特定の音声を聞き取ろうとする音声

認識 (perception)の2つ(図 1を参照)に大別されるが、従来の英米の大手

出版社のテキストでは、音声認識について内容理解のためのプロセスとして

組み込まれており、聞いて空欄に開き取った語句を書き入れる穴埋めのよう

なタスクを侶々に取り扱うことは少ない。 Richardsもこの点は触れていな

い。電話番号などの聞き取りなど若干例はあるが、内容を把握しなくても済

むような機械的な音声の聞き取りが扱われることは極めて少ない。この点、

Wilson (2003)は、リスニングのタスクがコミユニカティヴ・アプローチで奨

励されるトップ・ダウン式の内容の聞き取り Oisteningfor gist)に偏重し

ており、ボトム・アップ式の語の認識 (wordrecognition)が軽視されてい

ると指摘している。筆者も同様の考えで、素材の中には内容理解とは別に、

または内容理解はさほど重要ではないと考えられるものについては、むしろ

音声認識のタスクにのみ特化しでもよいと考えているo

2-2-1.内容理解 (5W 1 Hの把握)のためのタスク

本稿では内容理解のためのタスクとして、筆者が大学の学部および大学院

授業で実践している、1)質疑応答 (Q&A)、2)多義選択 (multiple

choice)、3)内容真偽判定 (trueor false)、音声認識のためのタスクとし
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図 1 オーセンティックな素材を活用したリスニング活動の体系

全体提示
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/内容の評価ぐ

/ ¥項目別評価

¥ ---質疑応答
¥演習中心可L一人物の描写

¥¥ーその他

/無作為聞き取り
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機能別唾与一一目的語
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ん日時
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¥ト頭字詰
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内容理解ぐ子一内容真偽判定
¥多義選択

音声認識

無作為聞き取り
特定語句の聞き取り
リスト語句の認識
特定語句に対する身体反応
空欄穴埋め
語句選択
相違箇所の修正
語毒主演習と空欄穴埋め

英文の書き取り
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て、 4)空欄の穴埋め (fill-in-the-blanks)、5)語葉選択 (wordchoice)、

6 )相違箇所の指摘 (errorcorrection)、7)特定語句の聞き取り (focused

listening)の7つのタスクを推奨し、さらに 8)特定語句に対する身体反応

(TPR to particular items)の可能性も探りたい。ここで指摘したいのは、

以上の8タスクはいずれもリーディング活動でも使用可能である点である。

ただし、文章を何度も読み返せるリーディングよりも、リスニングの場合は

比較的容易に完成できるタスクを作ることが大切である。スクリプトをじっ

くり読んでやっとわかるような難解なタスクなどは避けなければならない。

聞き取りの出来具合が記憶力に左右され過ぎないように、タスクの内容は

聞く前に簡潔に 1種類だけ提示し、学習者に聞き取りのポイントを絞らせる。

そして、 2度、 3度とタスクを変えて同じ部分を聞かせる。以下、それぞれ

のタスクの理論的側面に触れながら、タスクの作り方について触れたい。

1)質疑:，m;~(Q&Aノ

ニュースの大意・あらすじに関する質問を与えるタスクである。英語でも

日本語でも構わない。ハンドアウトを用意する場合には、質問をあらかじめ

書き込んでおいてもよいが、ない場合は口頭で伝える。質問は、内容や音声

の特徴に応じて、ひとつまたは2つ程度とする。英語の場合、典型的な質問

に“Whatis this story about?"がある。または、これに準じたより具体性

のある、特定のイベントの目的や事件の経緯などの聞き取りに焦点を合わせ

てもよい。この種の質問文を用意するのにあたって参考になるのは、過去の

TOEICおよびTOEFLのリスニング問題で使用されてきた質問例(表1)で

ある。これらの質問はあらゆるリスニングの前に提示し、事後に回答を確認

する。 TOEICおよびTOEFLでは、多義選択問題であるが、制限せずに自由

に回答を引き出すことも大切である O

質問は、大筋の理解と特定の情報を聞き取る技能が実際のリスニングの場

で必要であるので、双方を求める問いを作ることが望ましい。また、B1undell

& Stokes (1981)が提案する“global comprehension" (全体的理解)と
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表 1γOEFL& TOEIC Common Listening Questions 

A: Short conversations 
@一方の発話者の発言の意味を問うもの

1) What does the man [woman] meanフ

2) What does the man [woman] imply? 

3) What does the man [woman] imply about 

4) What does the man [woman] say about 

@会話全体の内容を問うもの

5) What are the speakers discussing? 

6) What can we assume from this conversation? 

7) What is the man's [woman's] problem? 

8) What problem does the man [woman] have? 

@特定の内容を問うもの

9) What can be inferred about 

10) What do we learn about 

11) What do we know about 

12) What did the man [woman] do? 

@助言や提言の内容を問うもの

13) What does [did] the man [woman] suggest? 

14) What does the man [woman] suggest the woman [man] do? 

15) What does the man [woman] advise the woman to do? 

16) What does the man [woman] think that the woman [man] should do? 

@発話者の心情を問うもの

17) What had the man [woman] assumed about 
18) How does [did] the man [woman] feel about 

@これから何をするかを問うもの

19) What is the man [woman] (probably) going to do? 

20) What will the man [woman] probably do nextフ

21) What does the man [woman] want to do? 

22) What does the man [woman] want to 

@会話が行われている場所を問うもの

23) Where did this conversation most probably take place? 

B: Longer conversations 
@会話の主旨を問うもの

24) What do the speakers mainly discuss? 

@会話の目的を問うもの

25) What prompted this conversationフ

@理由を問うもの

26) Why did [didn't] they 

C: Short talks 
@会話の主旨を問うもの

27) What is the talk [lecture / presentation / announcement] mainly about? 

28) What is the main topic of this lecture? 

29) What central theme does the lecture examine? 

30) What is the purpose of the talk? 

31) What does the lecturer mainly discuss? 
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“partial comprehension" (部分的理解)の区別を意識して、 1度目が全体の

大意を聞き取るような“generic" 全体的)な内容の聞き取り Oisteningfor 

gist)、2度目、 3度目になるにつれて徐々により“specific"(具体的)な細

部の情報の聞き取り Oisteningfor details)に移行すべきであるo そうでな

ければ、全体の大意を把握せずに細部を聞き取っても意味を取り違える乙と

になり兼ねない。

ただし、現実の英語使用場面においては、すでに話の大意は承知しており、

聞き取りの目的が具体的な特定の情報に限定される場合もあり得る。学習者

が当然知っていると考えられる大きなニュースや事件などを題材にする場合

には、 1度目の聞き取りからいきなり具体的な情報の聞き取りを課しても構

わない場合もあり得る。

また、質問の内容は、聞き取りの難易さではなく、ストーリーの中で特に

聞き手が関心を寄せるものを選ぶ、べきだ6例えば、台風が接近しているこユー

スの聞き取りでは、現在の台風の位置や規模、今度の進行方向や速度、被害

情報と今後予想される被害や対策などに一般の人は関心を抱くはずである。

ある特定のニュースの中で何が大切な情報か、常識的判断に応じて質問を用

意するのがよりオーセンティックな聞き取り場面に近づけるポイントとな

る。

2)多議選抜f(multiple choice) 

質問をひとつか2つ程度用意し、それぞれの解答として、選択肢をいくつ

か与えておくことで、授業が効率よく進められたり、聞き取りの際の誤解し

やすい点などを意図的に選択肢に加えるなどして、学習の効果を高めるタス

クである O 選択肢の数は、ストーリーの難易度にもよるが、ひとつか2つ程

度とし、それぞれに 3つまたは 4つの選択肢を設げる。教える側は、その選

択肢も明らかに異なるものを入れたり微妙な違いを含んだものを入れるなど

工夫を凝らし、その選択肢も単語や語句単位のものからセンテンス単位のも

のまで学習者のレベルに合わせて作るようにしたい。これをハンドアウトに
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記して開く前に提示する方法と聞く前に口頭で伝える方法が考えられるが、

口頭の場合はメモを取る場合を除いて、聞き終わるまで覚えておくのがたい

へんなのでハンドアウトに提示しておくほうが望ましい。

多義選択は、質疑応答同様に、数度の聞き取りの繰り返しのどの段階でも

使用できるが、質疑応答と比較して事前の準備に大きな労力を要する。本文

を聞かなくても正解を選べたり、消去できるような選択肢を並べないように

気を付けなければならない。また、マークシートの弊害として指摘されてい

るように、当てず、っぽう (guesswork)で答えたりする可能性もある O しかし、

あらゆる答えが出てくる可能性の高い質疑応答と比較すると正解がひとつに

限定されるために、クラス全体で挙手させたり、全体の出来具合を確認する

ことが容易にできる利点がある O

3)庁容美滞子O/Ji!(trueor fiαlse) 

ストーリーの内容に合っているものにT、合っていないものにFを選ばせ

内容の理解を確認するタスクである。多義選択同様に、クラス全体で挙手さ

せて、全体での理解の傾向をチェックすることができる。しかし、当てず、っ

ぽうも二者択一であるためにかなり高い確率で正解となり、本当に理解して

選んだかどうか、多義選択以上に判断が屈難になる。そのため、 Fと選んだ

学習者には理由を当然言い添えるように指導したい。また、内容真偽判定の

タスクは、意図とした解答がFであっても、学習者の指摘やその後のスクリ

プトを読み返して、 Fとは言い切れないなど判断が揺らぐことが多く、市販

されているテキストでも出版後に訂正される場合が多い。

内容真偽判定では、 TやFを選ぶ、メッセージは英語のセンテンスである場

合が多いが、学習者のレベルやストーリーの難易度に応じて日本語で提示し

でも構わない。また、重要なのは、 TとFを選ぶ、ための根拠となる記述がス

トーリーの中にどれほど明確に存在するかという点である。明確に記述され

ているべきか、それとも行聞を読んで推量して判断(inference)できるもの

がよいのか難しい問題である。初級のレベルではより明確に記述されている
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ものを選び、上級では推量の程度をより高めることも一案である O また、ス

トーリーにない内容、すなわち言及のないセンテンスはFとして含めれるか

どうか議論のあるところである o いずれにせよ、解答が素早くできる割にか

なり慎重に作らなげればならないタスクである。一般的に言えることだが、

試験の問題も技能を高めるためのタスクも、T/Fのように解答および採点が

簡単なものほど作成に時間と労力を要し、解答および採点、に時間のかかる大

意要約などは比較的簡単に作成できる傾向がある。

2-2-2.音声認識のためのタスク

音声認識は、内容把握に至るプロセスであり、両者を完全に分離できるも

のではない。内容把握が談話単位の聞き取りであるのに対して、音声認識は

語葉単位の開き取りの性質を帯びているo しかし、数字の聞き取りのタスク

のように、単に穴埋めのような形態で内容の把握をしなくてもよい機械的な

場合は、純粋に音声認識のタスクと言えるが、帰宅時間などを問う設聞に対

して時刻を聞き取るのは音声認識であると問時に内容把握のためのタスクで

もある o

音声認識を行う意義には、学習者から語薬理解の負担を軽減し、より心に

余裕を持たせた状態で聞き取り作業をさせる ζとも挙げられる。例えば、洋

楽を音声認識のためのタスクに使用する場合には、詩的で素晴らしい歌詞も

あるが、主観的で非論理的で意味不明の歌詞も少なくない。例えば、以下は

米国人の男性デュオの PetShop Boysのヒット曲“NewYork City Boys" 

の一節である

The street is amazing， the hoochies unreal 

Check out all th巴hardwareat the latest deal 

Hear a song That's the bomb! 

If you don't get that mix， it's gone eighty-six 

これは筆者が何人もの英語の NSに説明を求めたが、首を傾げる者が多

い。この種の曲は、歌詞の内容の理解はだいたいの雰囲気をつかめば事足り
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るため、洋楽の使用の目的を音声認識に限定するのがよい。また、歌調は母

語の場合でも聞き取りが難しいことがあるように、洋楽は音声認識にはもっ

とも難易度の高い素材であり、その際立つた特性を活かすには、音声認識用

に利用するほうが適切である。

音声認識は、教える側すなわち教材を準備する側にとっても都合のよい場

合がある。例えば、早朝録画した衛星放送の英語ニュースを午前中の授業で

見せる場合、スクリプトを入手する時間もなければ、教師自身が聞き取れな

い笛所があったり、注意深く授業前にチェックする時間がない場合がある。

その際は、内容の理解よりも数字などの特定の情報を聞き取るタスクを課す

だけでも、準備不足を理由に見せないよりも、学習者に学習の機会を提供し、

最新のニュースに触れる喜びを与えることができるはずでトある O

4}空都の庁埋め印ll-in-the-blanks}

スクリプト上に、学習者が開きながら書き込める時間的な余裕が確保でき

る適切な間隔を開けて、空欄を 10箇所ほど作る。レベルに応じて、 (d

のように単語の最初の文字をヒントにあらかじめ書き入れておいたり、

(d のようにつづりの文字数を示したり、さらには k) 

のように前後の文字と文字数まで与えることもできる。

どのような語句を空欄にするかは教師の判断で決定すべきだが、音声の認

識が目的であるので、難解な語句を選ばせ語葉の知識を問うようなタスクは

不適切である。音声認識が目的であれば、難解な語句は避け平易な語句を中

心に、中でも実際に聞いてみると聞きづらいものを中心に選ぶ、ようにしたい。

動調、名調、形容調のような内容語に限らず、前置詞や冠詞のような機能語

を空欄にすることもできる。初級レベノレでは、あくまでもひとつのタスクで

はひとつの技能が駆使されるように作成すべきであり、上級になるにつれて

統合した技能がタスクの達成に必要となるように工夫すべきである。

また、空欄は一定の間隔に機械的に作るのではなく、教師自身がまず全体

のディクテーションを根気よく時聞をかけて行い、スクリプトと照らし合わ
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せ、正しく聞き取れた部分と聞き取れなかった部分を確認する。その聞き取

れなかった部分がタスク作成の際に大いに参考になる。さらに、授業が進み

学習者の観察を重ねて行けば、適切な間隔がわかってくるo

5} ilf1iJ.運町向。rdchoice} 

音声的に聞き取りづらいと判断されたり、つづりが長く書き取る時間がか

かり過ぎると判断される語句、特に洋楽の場合は、さび (refrain)の部分に

ついては空欄穴埋めでもよいが、一度しか歌われない部分に関しては、

(stuff / staff)や (clash/ crash / crush)など音声的に類似した語句を羅

列して二者または三者択ーにする方法がある。

類似した語句を選ぶ、場合は、同じ品詞のものを選ぶ、ようにしなければ、聞

かなくてもハンドアウトを見ただけで文法や語棄の知識から解答が限定され

てしまうことになり兼ねないので注意が必要でトある。また、同じ品詞であっ

ても、“He(played / prayed) music."のように文脈上から聞く前から自明

なものも好ましくない。

6}掠道局;ザの按掠 (errorcorrection) 

スクリプトの中に実際とは異なる単語や接尾辞を変えた単語をいくつか含

ませ、それを指摘し、正しい形に直すタスクである。実際は、かなり難しい

ので、異なる箇所の候補を絞れるように例えば10箇所に下線を付けて、その

中から 5箇所が異なるので選ぶように指示するとやりやすくなるo

以下は、洋画『アlレマゲドン』の作品の冒頭のシーンを使ってこのタスク

を行った実例である。
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This is the earth at th巴timewhen the dinosaurs roamed a lush and 
2 

fertile planet. A piece of rock just six miles wide changed all that. 
3 

It hit with the force of 1坦，QQQnuclear weapons. A trillion tons of 
4 

卓王.tand rock hurtl巴dinto生旦 atmosphere，creating a suffocating 

blanket of出.rj:.The sun was J2.Q豆空rfulto penetrate for互生旦旦担旦d

Z盟主主.It happened before. It will happen again. It's just a question 

of where. 
10 

1)痔j吉震角7の/野EiJ{Xグ(focusedlistening) 

内容がほとんど聞き取れない学習者でも特定の音なら聞き取れることが多

い。筆者は長年、特定の品詞、統語機能、ジャン/レの語句を学生に書き取ら

せてきたが、 Porter& Roberts (1981)は、天気予報の聞き取りの例を紹介し

ている。筆者の授業では、ニュース、洋画、ラジオのコマーシャル等、あら

ゆる素材を使っている。

リスニンク、においては、学習者の脳の優位半球にある聴覚中枢からウェル

ニッケ領域に伝えられた音声は、意味ある単位に識別し区分する“segmenta-

tion" (Richards， 1987: 162)が意識または無意識のうちに行われる。区分さ

れたそれぞれの単位には、語素的、統語的ラベル化のいず、れかが、または両

方がほぽ同時に行われる。個々の要素の語葉的なラベリング Oexicallabe-

ling)だけでは、部分的にメッセージは理解できても全体を理解する正確さに

欠ける O 一方、個々の要素の統語的ラベル化 (structurallabeling)だけでも

構造が分かるだけでは意味は不明で、ある。個々の要素は、その語葉的な意味

u也の語との統語関係がほぼ同時に理解されることで記号解読作業が完了す
る。特定語句の聞き取り作業は、そのプロセスを促進する一助になると考え

られるが、以下3つのレベ/レに分けられる o

第 1は、動詞、形容詞、副詞などの特定の品詞だけを聞き取らせる方法で

ある。品調のラベル化は、文の中でのそれぞれの機能を特定し正確にセンテ

ンスの意味を理解するために不可欠なプロセスである O 第 2は、特定の機能
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を持つ語句を聞き取らせる方法である。「主語J r動詞J r目的語J r補語」な

どを開きながらラベノレ化することで文構造を理解し、正確なセンテンスの意

味を理解できるようになる。第3は、特定のジャンルの語句を聞き取らせる

方法である o 数字や曜日、動物の名前などのジャンノレを指定して行う。ジャ

ンル別の聞き取りは、現実の目標言語使用の際に必要な時がある。米国の大

陸横断のグレイハウンドパス (GreyhoundBus)の停留所 (busdepot)では、

乗り場の変更などの放送がかかることがあるが、そのような場合、数字は聞

き漏らせない情報である。また、飛行機の機内アナウンスでも到着時刻だけ

を知りたい場合などがあり、聞き手は数字に焦点、を合わせて聞いているであ

る。このようにひとつの情報を聞き取るために行うリスニングは現実のニー

ズとして存在する o 同様に、リーディングでは、薬の注意書きなどは服用量

を正確に素早く知る必要がある。すなわち、ターゲットとすべき情報(target

information)と周辺の情報 (peripherralinformation)を開き分ける能力が

とのタスクで助長できる O あらゆるジャンルの中で数字がもっとも顕著

(salient)であり実用性も高いが、他に人物名や職業、場所を表す語句、頭字

語などもよい。

筆者の大学の授業では、品詞とジャンルを組み合わせて、数字、動調、形

容詞、その他を座席ごとに割り当て、ペアワークで聞き取らせ、共同作業さ

せる。通常2回聞かせているが、インターパルごとに各グループ内で相談さ

せた後、グループの代表に板書させ、同一の語句を指示された他グループと

の比較をさせる。また、氏名と学生番号を共にグループ全体でまとめて書い

た紙をタスク後に提出させるようにしている。他のタスクについても同様な

ことが言えるが、学生に真剣にタスクに参加させるためには、ペアワークや

グループワークによって、他者との係わりを意識させ、責任感を持たせるこ

とが大切である。

8)好i吉歳々にかすQj告が:}J[JC;(TPRto pαrticular items) 

記憶の保持と想起は、視覚だけでなく、聴覚、触覚など複数の感覚を動員
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するととで、より強固なものになるという Asher(1977)が主張した TPR

(Total Physical Response)の理論は、洋楽の歌詞の中に含まれる日常会話

のフレーズや前記の特定語句の聞き取りタスクにも応用できる。実際に聞い

て歌いながら覚えると、記憶に深く切り刻まれる。その後、曲を聞けば白然

とその表現が想起されるようになる。また、洋画では特定のシーンを使って

ロールプレイをすることも可能だ。

Paulston (1971)は、タスクを音声認識は必要だが内容理解を必要としな

い聞き分け (discriminationtask)である“mechanicalresponse" (機械的

応答)、内容理解と音声認識の両方が必要で指示に従って何らかの行動などが

求められる"meaningfulresponse" (意味ある応答)、これに創造的な要素が

加わり問題が提示され解決策を提案するなどの“communicativeresponse" 

(意思疎通の応答)の 3つに分類した。この分類法では、音声認識に対する身

体反応は、機械的応答と意味ある応答の中聞に位置するものと考えられる。

TPRを特定語句の聞き取りに応用する具体的な手法として、ニュースなど

を開かせる際に少数(3 ~5 人)の学生ごとにグループを作らせ、教師から

指令を受ける学生をひとり選ばせる。椅子の移動が困難な形成の場合は、座

席の最前列の前に、ひとり指令を受ける学生を立たせ、その列の学生と対面

させる。指令を与える学生をいったん教卓の方へ集め、それぞれに数字が聞

こえる度に左手を挙げるなどの指令を与える。他の学生は、その指令の内容

が何かを当てさせるタスクである。他の学生は、その語句が分かつた時点で

同様に手を挙げさせる。数十秒と経過していくうちに、かなりの数の学生が

手を挙げるようになり、取り残された学生はあせることはあるが、それで一

定の緊張感が生まれ、集中力が増す。また、動詞は左手、形容詞の時は右手、

数字の時は両手を挙げるなど反応の動作をより複雑にすることも可能であ

る。

9ノデグクテーショシ(dict，αtion) 

英文を書き取る作業 (dictation)は伝統的な手法であるが、単に書くこと
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の領域だけでなくリスニング、スピーキング、リーディングの全領域にわた

る技能の総括的な学習である(小川他、 1982: 149) 0 Gower & Walters (1983: 

107-108)は、ディクテーションを 1)連続した発話での音声を特定し(identify

sounds when run together in connected speech)、2)それらが単語単位で

何を表わすかを理解し Cunderstandwhat they represent in terms of 

words)、3)それらの単語が群を為す場合に表わされる意味を理解したり、

ある程度解釈し Cunderstandand to a certain extent interpret what the 

words mean when grouped together)、4)聞いたものを書き言葉のモード

に切り替え Ctransferwhat they hear into the written mode)、5)スペル

ミスをほとんどすることなく素早く書く Cwritequickly with few spelling 

mistakes)の5段階からなる活動であると定義している。

ディクテーションは時間の制約を大きく受け、学習者に緊張を強いること

もあるが、 CALLやLL教室などで各席に卓上の録音機能が付いている場合

はマスターからダビングしたり、パソコンが各席にあればネット上の音声

ファイルを何度もクリックして、各学習者がそれぞれのペースで一定時間内

ヘッドフォンを使用して何度も再生を繰り返して、全体または一部を学習者

のベースで時間のゆとりを書き取らせることができる。上級者の場合は 1時

間ぐらい時聞を与えて、全文をディクテーションさせてもよい。時間的に授

業内では行うことができなければ、 1週間分の課題として出してもよい。根

気がいる作業であるが、各自のペースに合わせて操作させることで画一的な

一斉授業の弊害としてあげられる学習者の個人差への無配慮が克服でき、苦

手な音などを個別に特定することが可能になる。

3 .事前・事後リスニング活動

3-1.スキーマ喚起のためのプレ・リスニング活動

学習者がリスニングの際に想起できる特定の事項に関する背景(関連)知

識であるスキーマCschema)6)は、元来リーディングの研究分野であるが、同
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じく受信技能であるリスニングにおいても、チャンネルが音声に置き換わっ

ただけで、その重要性は変わらない。リーデ、イングとリスニングは、受信器

官は目と耳と異なるが、インプット後の言語情報処理過程が同一であるとい

う説と異なるという説があるが、大石 (2001)の研究では、背景知識の違い

から音声を聞いている際に、トップダウン処理が働き理解できる者とできな

い者がいるために被験者によってかなり個別的なパターンを示すことが明ら

かになっている。いずれの場合も、リーデイングに関わるスキーマ理論はリ

スニング指導に大いに活用できる。

スキーマは、特定の状況下で通常期待される物事の一連の言語運用の流れ

に関する知識であるスクリプト (script)7)を喚起することが大切である。

Long (1989)は、スクリプトを喚起することでバラバラにインプットされる

情報に“aframe of reference" (p.33)を与えるとし、一般の外国語学習者

の特性を以下のように分析している:

Because foreign language 1巴arnershave imperfect control of the 

linguistic cod巴，they find it difficult to filter out less important input 

items， have more problem identifying key input， and often just give 

up when the velosity of incoming speech is too rapid. (p. 33) 

場面ごとにそれぞれのスクリプトを教えることが大切であるが、特定場面

の言語用に留まらず、関連したより広範囲の習慣、慣習、文化にも関連した

解説も必要な場合もある。例えば、TOEFLのリスニングでは、米国のキャン

パスライフを設定されたものが多く、試験の日程や教授のオフィスアワーに

関するスクリプトが頻出する O このような場合は、個々のリスニング時での

関連説明だけでなく、米国のキャンパスライフ全般を扱った書物を課題とし

て読ませたり、しっかりと時聞を確保して米キャンパスのスクリプトを教え

ることも大切である。

現実の英語使用の場面において、リーディングにせよリスニングにせよ、

スキーマを活性化させる費沢な機会が常にあるわけではない。そのために、

スキーマの活性化によるトップダウン・リスニングとまったくない場合のボ
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トムアップ・リスニング、さらに両者を合わせたストラテジーが学習者に身

に付くように指導しなければならない。

スキーマの喚起として、ストーリーを聞く前に何らかの内容に関するプ

レ・リスニング活動を導入するととが一般化しているo それは教師が単に口

頭で内容について触れたりコメントをする程度の場合もあれば、質疑応答や

多義選択などのタスクの形できちんと準備してハンドアウトを作成してから

行う場合もある。また、資料の配付や、ビデオやパワーポイントで何かを提

示したり (visualcontextual cues)、現物 (realia)やそのフィギュアなどを

教室に持ち込んで、見せたり触らせたり、臭いを嘆がせたり、試食・試飲さ

せることもできる。また、これから聞くテクストの内容に限定せずに、広く

その背景にある文化について言及することもある。 Hinkel(2006)は以下の

ようにプレ・リスニングの意義を簡潔に説明している:

For instance， prelistening activities can be employ巴din teaching 

learners to notice the culturel schemata and to raise th巴lraware-

ness of the effect of culture on discourse organization， information 

structuring，丘ndpragmatics. (p. 118) 

ただし、とれらのプレ・リスニング活動で得られるような事前情報を現実

の場面で聞き手がどの程度持ち得るかは場面と素材によって大きく異なり、

スクリプト (script)の活用の仕方も異なってくる。 Schank& Abelson (1977) 

はスクリプトは日常茶飯事の事項 (routineevents)に対しては機能するが、

未経験の事項 (noveltexts)では役に立たないと指摘している。例えば、か

かってきた電話に応対したり、街角でいきなり見知らぬ人に話し掛けられた

り、居眠りしているところをいきなり起こされて何かを言われたりするよう

な状況をもし設定するなら、事前情報は皆無に等しく、プレ・リスニング活

動を敢えて行う必要はない。現実に、テレビやラジオのメッセージでは、聞

き手のその時点、で置かれている状況とはまったく関連のない情報がいきなり

耳に飛び込んでくることがある。このような不意を突いたリスニングの状況

は現実に十分あり得るのである。 Long (1989: 38)は“Researchers must 
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investigate whether L2 learners can adapt successfully to situations for 

which they have no script."と主張し、スクリプトがない状況での学習者の

リスニングの対応についての研究を促している。

他方、飛行機に搭乗した際の機長からのアナウンスなどの場合、乗客に対

する挨拶、飛行機の高度や速度、気流の状況、飛行経路、到着時刻、その他

の注意事項というように比較的安定したスクリプトが確定しであり、乗客な

らば目的地はもちろんのこと、おおよその飛行経路や飛行時間は事前に知っ

ていると考えられる。ゆえに、機長のアナウンスを収録してリスニングに使

用する場合には、プレ・リスニング活動の段階で一般乗客が事前に知り得る

基本的な情報を示すことで、より正確に現実の状況を再現することになる。

オーセンティシティの視点、からは、アナウンスを聞かせて実際の場面では乗

客ならば誰もが既に知っているはずの目的地を聞き取らせることはナンセン

スである。あくまでも機内にいる乗客の立場を想定して聞かせることが大切

である。このように、プレ・リスニング活動における情報の事前提示やタス

クの内容は、現実の言語使用場面で聞き手がその時点で持ち得る事前情報の

質と量に合わせることで、オーセンティシティを高めることができる。

3-2.他技能へ移行するポスト・リスニング活動

リスニング活動の終了後に、またはその最中にスピーキング、リーディン

グ、ライティング、また文法や語棄の強化のためのタスクを行うことができ

る。以下、それぞれについてまとめる。

1ノスどーキシク、、

内容理解に関して英語で質疑応答するのは、リスニング活動の本体であっ

て、ポスト・リスニングではない。ここでは、間いたり見た内容を学習者が

完全に理解した上で行う発話活動を指す。聞いた内容に関して、学習者に教

師が直接質問してコメントを引き出したり、ペアワークやグ子ループワークを

させ、そこからディスカッションに発展させることもできる。例えば、洋画
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の一部や全部を見せた後で使える質問例として、小林 (2001: 77)は、1)

What do you like about this film? 2) What do you dislike about this film? 

3) Which scene impressed you most and least? 4) If you had a chance 

to act in this film， which role would you like to play? 5) If you could 

choose cast freely， who would you like to use in the film? 6) If you were 

the director， how would you improve this film? 7) What can you learn 

from this film?の7つを挙げている。各質問に対して、多義選択にすること

も可能であるが、この場合は自由に答えさせるほうが適切である。また、こ

れらの質問は Richardsの原則に従い、リスニングの前に事前に提示してお

いたほうが学習者は内容の把握以外のポイントとして注意して聞くことがで

きる o

また、洋画を扱った後には作品の一部や全体のローJレ・プレイをさせたり、

そのまま英語劇に発展させることもできる。さらに、スクランプル・センテ

ンスの要領で、 5、6人のグループを形成させ、 1シーンのセリフの各ライ

ンをひとつのカードに書き込み、各学習者に 1枚のカードを手渡し、 30秒で

丸暗記させ、カードを回収した後に、各グループ内でひとりひとり自分の暗

記したラインを復唱させ、数分前に見たシーンの順番になるように整列させ

クゃループ間でスピードを競わせる。この応用編として、クラス全体を起立さ

せ、スペースを作り同人数からなる列を作らせ、最後列の学生にそれぞれの

ラインのカードを配布し、同様に暗唱させ、それを次の学生に耳打ちして、

順に前に伝達させていく伝言ゲームのようにすることもできる。最前列の学

生はそれぞれ伝わってきた英文を言い合い、順番を確認して板書する O 通常

単語が抜けていたり、ない単語が入っていたり正確に伝わらないことが多い。

しかし、どの(誰の)部分で間違ったかが特定できるo なぜそう聞き違った

かなどを事後に自己分析することもできる。

2ノアグテイシJグ

上記の 7つの質問例に対する回答を英文で書かせることも可能である o た
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だし、スピーキングと異なり、教室では学生が他の学生の出来具合を確認で

きるように工夫すべきである。何人かの書いたものを OHC(overhead cam-

era)で提示したり、 CALL教室でインターネットの指定の掲示板に書き込ま

せ、全員の書いたものを受講生全員が違いを確認できるようにすることもで

きるo また、ネット上にファイルをアップし、他の学生の書いたものをダウ

ンロードして閲覧できるようにすることも可能である O ただし、他人の目に

自分が書いたものが曝されることに拒絶反応を示したり、動揺する学習者も

いるので注意すべきである。また、質問に対して自由にコメントを書かせる

方法の他に、大学の授業評価で今日普及している 5ないし 10ポイントのス

ケーlレ制を導入し、何らかのコメント例を載せて、それに対して“strongly

agree"から“stronglydisagree"まで5段階または 10段階で選ばせ、 Oを

付けさせる方法がある (89ページのハンドアウト例を参照)。また、洋楽の場

合は、編曲したり、歌詞の一部を変えて替え歌を作るなどの創作的なタスク

もできる。

3ノグーデインク、、

学習者が聞いた英文を文字で確認したいと思うのは当然である O 教える立

場からもスクリプト(原稿)がある方が説明しやすい。ニュースの聞き取り

の後にはニュース原稿 (newsscript)を、洋画の聞き取りの後には脚本

(screenplay)の一部を、洋楽の聞き取りの後には歌詞(Iyrics)をモニタ一等

に提示したり、ハードコピーを配布し、じっくりと読ませ内容を完全に把握

させることが大切で、ある。活字の提示により、文法や語葉、談話構造などが

詳しく説明できる。筆者の授業では、いずれのスクリプトも授業の配布時に

一枚のシートにタスクの一部として含めて配布させている。授業開始時に

シートのまん中を折らせて一定の段階まで隠させる乙とにしているが、いず

れのスクリプトも音声認識のための空欄穴埋め用のタスクとして重用してか

ら、解答後に完全なスクリプトが完成する仕組みになっているのである O ス

クリプトは聞いた英文と同ーのものであり、数秒から数分程度のものであれ
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ば通常の英書の 1ページ分にも及ばない。しかし、これが洋画1本を見て脚

本を丸ごと読むとなると一冊のペーパーパックに相当する長さになる。長期

の休みをはさんだ課題として読ませる手もあるが、それよりも、その洋画作

品に対するネットで公開されている視聴者のコメントや批評文を読ませた

り、ニュースであれば、関連した英文記事を読ませてスキーマの活性化をは

かり、さらに関連したこユースを開かせることもできる O すなわち、 2つの

内容の関連(類似)したニュースを同一授業または 2週かけて提示する場合

に、その開にリーディングを入れて、 2つ目のニュースのプレ・リーディン

グ活動として位置付けるスパイラル (spiraI)な関係の構築が可能なのであ

る。

4)又吉

ニュースの原稿などは問題ないが、スクリプトの説明の際に、伝統的な学

校文法とは異なるオーセンティックな教材ならではの文体に接することが多

い。それを学習者にしっかりと解説し納得させなければならない。例えば、

Simon and Garfunkelの“BridgeOver Troubled Water" (明日にかける

橋)に以下の一節がある。

Like a Bridge Over Troubled Water 

I will lay me down 

この場合、他動詞“lay"の目的語は“me"であり、話者自身を指すため、

本来は同族目的語の“myself"であるべきである。しかし、“1willlay myself 

down."だ、と大変歌いづらくなるo このように、歌詞は歌いやすさや聞えの良

さが文法より優先させる法則、すなわち「歌詞の文法J があり、それ自体が

文法の一部として特記する価値があるのである。

また、日常会話が豊富な洋画の説明では、教室で習う英語と実際にNSが

日常使っている英語との違いを明確にすることが大切である。教室で教える
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教科書の文法・語法・語棄と実際の NSの談話に見られる文法・語法・語棄

が異なることは以前から指摘されてきているが、忘れてはならないのが英語

と米語の相違点である。日本で教えられてきた英文法や語法はイギリス英語

の用法に偏重してきたという事実がある。例えば、中学で現在完了の経験を

教える時に、「…に行ったことがありますか」についてはほぼ100%“Have

you ever been to…?"を教え、“Haveyou ever gone to…?"は結果を表し、

経験には使えないと断定されている。しかし、以下の例にあるように、アメ

リカでは“Haveyou gone to…?"の使用者も多く、大学の教授も上院議員

も、医者も弁護士も公認会計士も使う広く受け入れられた用法なのである。

{列)“Haveyou ever gone to church?" The Pretender (1996) 

その他、ネットの検索エンジンで“Haveyou ever gone to"を検索すれ

ば実例に事欠くととはない:“Haveyou ever gone to a bar alone?"“Have 

you ever gone to a cashier at a store just because …?"“Have you ever 

gone to his concerts?"“Have you ever gone to Disneyland?"“Have you 

ever gone to an airport?"“Have you ever gone to the Burning Man 

festival?" 

このような教室の英語と実際の英語のギャップはオーセンティックな素材

に触れることで初めて気付くのである。

5) !flf五雪

リスニングをしながらテクスト中の特定の語句を聞き取るのは“focused

listening" (57ページ参照)であるが、聞き取り能力には直接関わらず(また

はさほど影響なく)、同じく聞きながらテクスト中の指示した特定の事象に対

してその性質を表す語句を選ばせるタスクが可能である O 例えば、洋画の作

品の一部または全体を鑑賞しながら、登場人物を表す形容詞を別表などから

選ばせるタスクがある。筆者はこのタスクを数年来続けているが、言語使用
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のジャンルとしては非常に需要の高い人物表現に関する語嚢 (92~93 ページ

参照)の増強には大変適したタスクであると考えている。人物表現に眼らず、

何かを聞かされたら学習者がコメントに使いたいと思いそうな語棄項目をあ

らかじめ予想し、可能な限り多くの形容詞を始めとする語棄項目を列挙し、

該当するものを選ばせることで、単に英単語とその和訳の暗記ではなく、コ

ンテクストが伴うことで語棄の定着が期待できる。

また、ポスト・リスニング活動を行う目的は、 4技能の発達をバランスよ

くはかるためである場合が多いが、スピーキング、リーディング、ライテイ

ングを主とし、それらのプレ活動として、リスニングを導入することもあるo

ディスカッションや英文でコメントを書くなどの発信を目的とする授業で

は、その話題提供のために何かのニュースを聞かせることもある。何かしっ

かりとした内容の文章を読ませる前に、オーラノレ・イントロ夕、クションとし

てその要点をまとめた朗読文を聞かせたり、朗読文のCDやテープを教室に

流してテキストの英文を左から右に目の移動をさせて英文の語順で内容を理

解するように訓練したりとさまざまな方法が考えられる。

II.実践編:データ収集、ハンドアウトの作成、授業の進行

今日オーセンティックな素材は、身の回りで豊富に入手可能で、あるが、こ

こでは、町中のアナウンスや誰かにインタビューを教師自身が収録する一次

データ (primarydata) とメディア、洋画、洋楽など商業ベースで提供され

ている二次データ (secondarydata)の5大オーセンティック素材について、

それぞれのデータの収集、ハンドアウトの作成と授業案を説明する。

どんなソースのデータを使うにせよ、すぐに加工可能な自分なりのハンド

アウトのフォーマットを作成しておいて、データ(音声とスクリプト)さえ

入手できれば、たちまち教室で使用可能なタスクを羅列したハンドアウトを

作成できる体制を日頃から整えておくようにしたい。いわば、鯛焼きやタコ
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焼きの鋳型のようなものを作っておき、いつでも具である学習者のレベルに

応じた素材(テクスト)を流し込めばたちまちタスクとハンドアウトが出来

上がるようなシステムを構築することである。また、レベルに応じて何種類

か作っておくこともできる O フォーマットを作っておくことの意義は、すぐ

加工できるという教師側の便宜だけではなく、より重要な利点、について、同

ーの授業の流れを一定期間継続することで学習の定着を計る乙とができる点

にもある。

4-1.アナウンス (Announcement)

4ート1.データ収集

海外旅行先にカセットプレイヤー、 MDプレイヤー、 ICレコー夕、一、その

他の録音器機を持参して、空港や行楽地で話し手やスピーカーなどの音源に

マイクを向けて収録する o海外だけでなく、実は日本国内でも今日では空港、

地下鉄、電車、パスの車内などでは英語でもアナウンスが流れているところ

が多い。これらをうまく収録し、日本語の放送も活用しながらリスニングの

タスクを作ることもできる。

スピーカーから流れてくる音声だけでなく、営業外の銀行の業務内容など

を提供している録音メッセージや企業や一般家庭の留守番電話メッセージを

電話越しに録音することも考えられる o

アナウンスはモノローグ(独話)であり、聞き手からのフィードパックに

より話し方を修正できない一方的に情報が伝達される媒体である。しかし、

不特定多数の人が聞いて理解してもらうために、映画などに見られる第三者

間の会話を聞くのとは異なり明確にわかりやすく話されている。モノローグ

という点では、各種のスピーチ、大学の講義や学会の発表、著名人の講演会

などを録音して使うことも可能である。その場合は、後でトラブルにならな

いように、録音の許可を前もって取ることが大切である。

以下は筆者が日本国内外で実際に収録し書き取った日本語と英語がセット

になった放送であるo さまざまなタスクが可能であるが、日本国内のアナウ
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ンスや日本の航空会社の機内放送の最大の特徴は、まず日本語が流れてから

その後英語で同じ内容が流れることである。しかし、よく聞いてみるとその

日英の内容は正確には一致していないことが多く、英語の部分でかなりの情

報が割愛(省略)されていることが多い。例えば、以下の地下鉄(札幌)の

例はほぽ日本語のメッセージの 100パーセントが英訳されているが、新幹線

(東海道)の放送では、京都の後の終点が新大阪であることがまったく触れら

れていない。これらは、すでに作成され収録された何度も使用される放送で

もこのようなことが起きているのである。ましてや、即興に近い機長の機内

放送では、なおさらその割愛(省略)の度合いが大きくなることは想像でき

ょう o 実際、以下の例を見ると英語では飛行経路については完全に落ちてい

る。この特性は、リスニング活動において、他の音声ソースと同様に、内容

把握や音声認識のための諸タスクを作成することは可能であるが、むしろと

の欠落情報の特定をタスクに利用する手もある。

地下鉄の放送

地下鉄をご利用いただきましてありがとうございます。お客さまにお願いいた

します。駅構内および車内で不審物を発見された場合には、お近くの駅係員ま

でお知らせ願います。

Thank you for using the Sapporo City Subway. Passengers are asked to 

notify (the) station staff in the vincinity of the suspicious obj巴ctsor activ-

ities found on board or at the station. Thank you. 

新幹線の放送

まもなく京都です。東海進線、山陰線、京臨線、奈良線と近鉄線はお乗り換え

です。今日も新幹線をご利用くださいましでありがとうございました。京都を

出ますと、次は終点新大阪です。

Ladies and gentlemen， we're soon making a brief stop at Kyoto. Passeng巴rs
going to the Tokaido， Sanin， Keihan， N ara and Kintetsu lin巴s，please change 
trains here at Kyoto. Thank you. 
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国際線の機内放送

ご搭乗のお客さま、こんにちは。操縦室よりご案内申し上げます。当便の機長

の鈴木でございます。ええ、操縦室、(不明)機長、高橋副操縦士、三名で運行

を担当しております。当機出発の準備が整いまして、ほどなく離陸できる予定

で、ございます。ええ、本日は離陸後上昇旋回を続けながら当面飛行高度3万1

千フィートまで上昇いたします。その後、ああ、重量計に伴いまして飛行、飛

行高度を上げながら、ああ、(不明)経度ミシガン湖の北側から、ああ、カナダ・

アメリカの国境沿いをず、っと西に向かいまして、ええ、アンカレッジ、北大平

洋を経由いたしまして日本へ向かう予定でございます。主に安定した気流の中

を東京まで飛行できる予定でございます。 13時間ほどのフライト、狭い機内で
はございますが、どうぞごゆるりとおくつろぎください。ありがとうございます。

Good afternoon ladies and gentleman. This is your captain speaking. 
Welcome aboard ANA， All Nippon Airways. Uhh， we're about to take off 
in about a couple of minutes. After takeoff we'll climb to an altitude of 31， 
000 feet initially. So， we expect the flight conditions to be generally good. 
So， the flight time wi1l b巴13hours on your flight to Tokyo Narita Interna-
tional Airport. Thank you 

4-1-2.ハンドアウトの作成と授業の進行

一次データは、他者から入手できる二次データと異なり、一定の形態の素

材が一定期間入手し続けられる保証はない。例えば、旅先のアナウンスなど

は、生涯二度と訪れない場所での収録になるかも知れないし、何かの祭典の

会場での放送は年に一度しか収集できなかったり、一度切りで打ち切られる

イベントかも知れない。また、入手困難さだけでなく、データの質も量も一

定ではなく、一次データは二次データほど安定していない。しかし、たいて

いの素材は表2にある手順で教材として活用できる o この手11買はアナウンス

だけではなく、後述のインタビューやニュースを素材にする場合にも活用で

きる。

資料1はその手順に従ってデータ収集で紹介した飛行機の機内放送のデー

タを墓に作成されたハンドアウトの実例である。Richardsの原則に従ったタ

スクの配列になっているが、多義選択と内容真偽判定は順番を入れ替えても

構わない。一度の聞き取りでは一種類のタスクだけ行い、聞き取りのポイン
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表 2 アナウンス、インタビュー、メディアの部分提示授業の進行手順

Pre-Listenin耳 Activities
STEP 1 : Listeniηg Wann-zψf要指停疲の提示j
素材に関するスキーマを喚起させるために、以下のうちいずれかのタスクを行う。

(A)話題に関連した質疑応答 (Q&A)

(B)話題に関連した多義選択式の質問伽m1tiplechoice) 

(C)本文で使用されている語棄の予習 (vocabularypreview) 

(D)本文で使用されているスクランプルした英文の並べ替え (rearrangement)

Listening Activities 

STEP 2 : LISTENING FOR COMPREHENSION: 1ST LISTENING 
おおまかな内容に関する質問をひとつ提示し、聞き方のコツなどを指示する。

STEP 3 : LISTENING FOR COMPREHENSION: 2ND LISTENING 
多義選択 (multiplechoice)をひとつ提示し、聞き方のコツなどを指示する。

STEP 4 : LISTENING FOR COMPREHENSION: 3RD LISTENING 
内容真偽判定(仕ueor false)を2、3提示し、聞き方のコツなどを指示する。

STEP 5 : LISTENING FOR PERCEPTION 
音声認識のために、以下3つのうちいずれかのタスクを行う。

(A)空欄の穴埋め (fill-in-the-blanks)

(B)語棄選択 (wordchoice) 

(C)相違箇所の指摘 (errorcorrection) 

(D)特定語句の聞き取り (focusedlistening) 

Post“Listening Activities 

STEP 6 : SCRIPT VIEW 

全体のスクリプトを提示し、語重量・構文等について総合的な解説を行う。

STEP 7 : FEEDBACK 
聞いた内容に関して感想を英文で書いたり、ベア・グループで英語でディスカツションさせる。

トを集中させることが大切である。

音声認識の部分は、通常は一種類のタスクで十分で、あるが、日英の二か国

の音声があり、用意された原稿を棒読みしたもの (plannedspeech)ではな

く、即興の発話 (unplannedspeech)を含む機内放送ならではの特性を活か

した、変種の相違箇所の指摘タスクをぜひここでは使いたい。このハンドア

ウトでは日本語の部分のスクリプトを載せてあるが、音声だけを聞かせてス

クリプトを活字にしないこともできる。
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資料 1 アナウンスを使った聞き取りタスクシート

国際線の機内放送

STEP 1. ListeningWarm-up (事前情報の提示)

以下の質問に答えてください。

1)国際線に乗ったことがありますか。

2)機内放送の英語を注意して聞いたことがありますか。

3)機内放送ではどんな情報が伝えられますか。

Listenina Activities 

STEP 2 : LlSTENING FOR COMPREHENSION: 1 ST LlSTENING 

ニュースを聞いて、まず次の質問に英語または日本語で答えてください。

Question: What is the captain speaking about? 

STEP 3 : LlSTENING FOR COMPREHENSION: 2ND LlSTENING 

もう一度聞いて、以下の質問の答えとして最も適当なものを記号で選んでください。

Question: What is the captain saying about the flight conditions? 

a. good b. generally good c. bad d. generally bad 

STEP 4: LlSTENING FOR COMPREHENSION: 3RD LlSTENING 

もう一度聞いて、各文が本文の内容に合っていれば丁、合っていなければFを選んでください。

1: Th巴captainis speaking aft巴rth巴plan巴tookoff. (T / F) 

2: The plan is arriving at Tokyo Narita Airport at 1 :00 p.m. (T / F) 

Task 1:以下は、いま聞いた英語のアナウンスの前に機長が臼本語で話した挨拶の全文です。

もう一度英語のアナウンスを聞いて、欠落している情報の部分に下線を引いてください。

ご1苔乗のお客さま、こんにち/;1.操蛸室よりご案内申し上げます.当使の機長の鈴木でございます.ええ.

鍋健‘ (不明)機長、 高証言E世操縦士‘三名で運河7を担当しております.当機出発の準備が整いまして、

ほどなく離陸できる予定でございます.ええ、本日は離陸後上昇旋回を続けながら当面飛行高度3万1千

フィートまで上昇いたします.その後、ああ‘重量計に伴いまして飛行、飛行高度を上げながら、ああ、

(不明)経度ミシガン湖の北側から、あ晶、力ナダ・アメリカの国境沿いをずっと西に向かいまして.ええ、ア

ンカレッジ‘北大平洋を経由いたしまして日本へ向かう予定でございます.主に安定した気流の中を東京

まで飛行できる予定でございます. 1 3時間ほどのフライト、狭い機内ではございますが、どうぞごゆる

り止お〈つろぎ〈だ戸いa ありがとうございます"

Task 2:さらにもう一度聴いて、空欄の中に聞き取った語句を入れてください。

Good afternoon ladies and 9巴ntl日man.This is your captain speaking. Welcome 

(1 :一一一一一一)ANA， AII Nippon Airways. Uhh， we'r巴aboutto take off in about (2:一一一)
minutes. After takeoff we'II climb to an altitud巴of(3:一一一一一一)feet initially. So， w巴
expect the flight conditions to b巴(4・一一一一一一)good. So， the flight time will b巴
(5:一一一一一一)hours on your flight to Tokyo Narita International Airport. Thank you. 
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4-2.インタビュー (Interview)

4-2-1.データ収集

現在の世界の英語の使用実態を鑑みると、 NSの英語だけを聞いて学習し

ていても不十分である。公共のアナウンスの大半がNSが話すものであるの

で、 NNSの英語を収集する数少ない方法のひとつが甚接会って発話を収集

することである。日本国内では旅行者や留学生にインタビューを依頼して、

何かのテーマについて話してもらい、許可を得て収録するとよい。そして、

収録したテープなどを聞いてスクリプトを作る。

また、入手方法の点、で一次データにはならないが、テレビやラジオのイン

タビューなどをそのまま聞き取ってスクリプトにして使用する方法もある。

ラジオの場合、用意された原稿を読みあげるだけの一般のニュースについて

は、それぞれのスクリプトや音声ファイルがネット上に公開されていること

が多いが、インタビューやリスナーとのやりとりなどの即興の発話について

は、スクリプトも音声ファイルもないことが多い。そのため、教師は自ら音

声を MD等に収録してスクリプトを作らなければならない。以下は、筆者が

VOAのインタビュー番組の一部を自宅で契約してる有線放送から録音し、

起こしNSのチェックを受け修正したスクリプトである o

EVE: Hello. 

DA VE: Hi， Eve. How are you? 

EVE: I'm great. 

DA VE: That's wonderful. Y ou're seven? 

EVE: Yeah. 

DA VE: Do your friends at school generally watch television? 

EVE: Yep 

DA VE: Do they t巴11you about shows? 

EVE: Y巴ah.The only way 1 can watch television is if 1 go over to one of their 

house. 

DA VE: And you do that a lot? 

EVE: Y巴ah.1 just like watching TV 

DA VE: What are some of your favorite shows? 

EVE: Well， there is a “Cyber Change 200m." 
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DA VE: If you never saw those things， would you be missing out on something? 

EVE: Yep. Th巴fun.

DA VE: Umm， a lof of fun， huh? 

EVE: Yep. 

DA VE: Do you think this is a good thing or bad thing that your folks don't have 

TV s in the house? 

EVE: Pe weh! It's stinky. 

DAVE: It's stinky? 

EVE: Yeah， 1 don't like it b巴cause1 miss all of th巴reallycool shows 

DA VE: Do you think your parents are ev巴rgonna break down and buy a tel巴vision?

EVE: N 0， 1 hope th巴ywould， though. 

DA VE: Huh-uh. 

EVE: 1 think we should get a TV 

DA VE: Those are the Brewers of Pittsburgh， N ew Y ork， and each one has some 

definite ideas about the value of television. 

4-2-2.ハンドアウトの作成と授業の進行

同じ一次データであるアナウンスがモノローグであるのに対して、インタ

ビューはダイアローグであるため、両者の英語に発音や語棄において大きな

違いがある場合があるので、その聞き取りの難解さも考慮、しなければならな

しユ。

他の素材と異なり、インタビューを受ける側は即興の発話をするので、よ

り自然な会話に近いと言える。そのため、オーセンティックな素材の中でも

もっともオーセンティックな素材と言える。そこで開き取りのポイントもよ

り即興性が高いと考えられる応答者Cinterviewee)の発話を中心にタスクを

作るようにしたい。

インタビューは長いものから短いものまでさまざまであるが、通常はひと

つのニュースより長いので、洋画の部分提示のように長いインタビューの中

から一部を使うとよい。

以下、VOAで放送されたテレビの子供への影響を懸念して家にテレビを置

いていない米国の家庭のインタビューを素材に作ったハンドアウトである。

また、教師自らインタビューを行い、そのやりとりを学習者に聞かせるタ
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資料2 インタビューを使った聞き取りタスクシート

テレビの是非を巡るある米家庭の教育事情

STEP 1. Li steni ng War m-up (事前情報の提示)

以下の質問に英語または日本語で答えてください。

1 ) How often do you watch TV? 
2) Can you live without watching TV? 
3) Do you think TV aff巴ctschildren badly? 

L istenin口 Activities 

STEP 2 : LlSTENING FOR COMPREHENSION: 1 ST LlSTENING 

ニュースを聞いて、まず次の質問に英語または日本語で答えてください。

Question: What is the intervi巴werasking th巴child?

STEP 3 : LlSTENING FOR COMPREHENSION: 2ND LlSTENING 

もう一度聞いて、以下の質問の答えとして最も適当なものを記号で選んでください。

Question: What does Eve think about having not TV at hom巴?

(A) She doesn't care about it. 
(B) Sh巴doesn'tlik巴it.
(C) She do巴sn't like it， but sh巴understandswhat her par巴ntsare thinking about. 

STEP 3・LlSTENINGFOR COMPREHENSION: 2ND LlSTENING 

もう一度聞いて、以下の質問の答えとして最も適当なものを記号で選んでください。

Question: How does Eve watch her favorite TV shows? 

a. at h巴rhome b. at her friend's house C. at school 

STEP 3. Listening for Perception (音声認識)

さらにもう一度聞いて、各選択肢の中から正しい語句をOで囲んでください。

pAVE: What are some of your favorite shows? 
EVE: Well， th巴reis a "Cyber Change Zoom." 
DAVE: If you never (足立/昌弘/立盟ωthosethings， would you be missing out on 
something? 

EVE: Yep. (工民/よhat/必)fun. 
DAVE: Umm， a lof of fun， huh? 
EVE: Yep. 
DAVE: Do you think this is a good thing or bad thing that (坦1!./辺正/山辺心
folks don't hav巴TVsin the house? 

EVE: Pe weh! It's年足広/足踏込/革民民国). 
DAVE: It's匂以nk/革担主':1..1革担民且♀)?
EVE: Yeah， I don't lik巴itb巴caus巴Imiss all of the ι邑11旦辺凶 coolshows. 
DAVE: Do you think your par巴ntsare ever gonna break down and buy a television? 
EVE: No， I hop巴they也l!U盟副)， though. 
DAVE: Huh-uh. 
EVE: I think we should get a TV. 
DAVE: Those are the Brew巴rsof Pittsburgh， New York， and巴achone has some 
definite Cidea / ideas) about the value of t巴|巴vlslon
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スクもけっこうであるが、インタビューの最大の利点を学習に生かせる方法

は、学習者自身にインタビューをさせる方法である。これは筆者が大学の学

部の授業で実際に行ったことがある手法であるが、 50人程度の履修生を 5人

ずつ 10のグループに分け、 1学期中に、さまざまなテーマ(例えば、子供と

テレビ、就職、ニート、靖国問題など)について学内の留学生(アメリカ入、

イギリス人、フランス人、ドイツ入、中国人、韓国人など)に対してインタ

ビューをさせ、録音とスクリプトの作成をさせ提出させる O その提出された

テープを他のグループが聞いてスクリプトをチェックし、修正後に再提出す

るO このようにインタビューをプロジェクトイ七し、1)インタビューのため

の準備、 2)留学生へのインタビューの依頼、 3)インタビューの収録、 4) 

スクリプト作成、 5)他のグループのスクリプトのチェック、 6)他グルー

プにチェックされた白グループのスクリプトの修正、7)課題の最終提出、

の以上7つのプロセスの中にインタビューの依頼のような社会的スキルと直

結した言語活動を含めるととが可能である。

4-3.メディア (Media)

4-3-1.データ収集

ニュースなどのメディアの英語は、非常に実用価値が高いインプットであ

り、また比較的入手しやすいデータである。世界の情報の圧倒的量が英語で

発信され、保存され、交換されていることからも実践力として早い時期に「い

まそこにある英語」に触れることの重要性が教育者や学習者の聞でも認識さ

れてきた。いまや衛星放送や有線の発達や普及により、外国のニュースがお

茶の間でも自由に聞ける時代となり、歴代の米大統領の演説原稿や新聞記事

もインターネットで無料で入手でき、さらに VOA(V oice of America)の

サイト (http://www.voanews.com/specialenglish/または http://www.

voanews.com/ english/ portal.cfm)や BBC(http://www.bbc.co.uk/world-

service/learningenglish/)で、音声付きファイルをダウンロードし、パソコ

ン上で聞いたり、 i-podなどを利用して、いつでもどこでも好きなニュースを



78 人文研究第 112 輯

無料で選んで聞いたり、保存することも可能な時代である。このようにメディ

アを活用した理想的な学習環境が量的にも質的にも充実しており、学習者自

身が自由に教材となり得るデータを入手できる環境が整備されているので、

学習者自らが最新のネット技術に親しみ、常日頃から学習に活用可能なもの

を探し求める積極的な姿勢を育てたい。

以下は、放送された番組を聞いて書き取った VOASpecial Englishの

ニュース原稿である。

United N ations Secretary General Kofi Annan has urged countries to give 

aid for almost 13 million people forced from their homes by floods in Asia. 

Mr. Annan says that floods are the most severe in many years in India， 
Bangladesh， Cambodia and Vietnam. He said in the last several weeks 
floods have killed more than 300 people in the Mekong Delta in Southeast-

ern Asia. Many of the dead were children. More than 700 p巴oplehav巴died

in the east Indian state of West Bengal. In Bangladesh， at least 8 people 
have died and more than one million people have fled their homes after 

flooding in several border areas. 

また、以下は VOAのサイトからダウンロードした通常のニュース原稿で

ある。

A: More than 150 people， mostly children， have been killed in severe flood 
ing in Vi巴tnam'sMekong River Delta. The government has reopened 

hundreds of kindergart巴nsto try to give safe haven to children still under 

threat. From Hanoi， Kay Johnson has more on Vietnam's second straight 
year of disastrous floods 

B: The waters continued to rise Tuesday in the Mekong River Delta as 

relief workers struggled to provide sanitary conditions for the more than 

half a million people left homeless by late-season floods. The floods have 

caused more than 32 million dollars in damage to homes and infras】

tructur巴.But it is the human toll， particularly among Vi巴tnam'schildren， 
that remains the key concern. Of the 159 people killed in the floods this 

year， an incredible 137 of them have been children who fell into the water 
while their par巴ntsleft to look for food or work. On Tuesday， the 
government announced that it had opened mor巴than500 kindergartens 
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to give children a sup巴rvisedsafe haven.The United Nations Childr巴n
Fund， UNICEF， has launched an appeal for funds to buy food and 
medical supplies. It estimates that at least 200，000 children are in dire 
need of clean drinking wat巴r，food and health care. 

4-3-2.ハンドアウトの作成と授業の進行

二次データは、一次データと異なり、データの質も量も安定しており、音

質も均質である。そのため、フォーマットを一度作成しておけば、データを

入れ替えるだけでたちまち授業で配付可能なハンドアウトが完成する。

VOAを使用する場合は、高校の上級や大学の初級者にはVOAのSpecial

English、それより高いレベルの学習者には RegularEnglishが適切である。

レベルが異なれば、同じ素材を使う場合にタスクの難易度に差が出るような

工夫をしなげればならない。次のページ以降にあるのは、 2つの VOAの

ニュースを使用した、実際に筆者が授業で配布しているハンドアウトの実例

である。ニュースの理解を助けるために使用されている最重要語勾 7つを左

側に、それぞれのニュースの中で、の意味について、 SpecialEnglishには和訳

が、RegularEnglishには英文の定義が書いてある O また、左に英語を提示し、

右にランダムに配列した和訳・英文定義群を配置し、左右を線で結び一致さ

れるタスクにすることも可能である。この部分は内容スキーマを喚起する役

目もしているので、ユニットのタイトル(伏せておいたほうがよい場合もあ

る)と共にこれから聞き取るニュースの内容を推測して、それに関連する背

景知識をなるべく多く思い出すように学習者に指示する。

音声認識の部分は、文章全体の中にある 7箇所の空欄に聞き取った語句を

書き入れさせる o LL教室などでは教師のマスターテープを座席備え付けの

テープに夕、ビングし、一定の時間内 (5~10 分)で各自のペースに合わせて

自由に再生と巻き戻しを繰り返させると個人化され効率がよい。また、CALL

のようにパソコンが各席にある場合は、音声ファイルのアイコンをクリック

させて聞かせることもできる。 Special Englishでは単語単位の、 Regular

Englishでは句単位の聞き取りをさせるようにするが、 Regularの方は原稿
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が長いのでここではスクリプトの一部だけを使用している。

資料 VOASpecial English 

アジアの洪水災害

STEP 1. Listening Warm-up (善訪1錆報の提示)

まず以下のキーワード 7の意味を確認しましょう。

a) United Nations Secretary General .・・・・・・国連事務総長
b) floods .......共水
c) urge A to B ....... AIこBするよう要請する
d) give aid for ・・・ ~Iこ援助を与える
e) sev巴「巴 ・・・・・・・苛酷な
f) delta .......三角州
g) fled their homes .......家から逃げた flee [fli:]の過去・過去分詞

STEP 2. List巴ningfor Comprehension (SW1Hの把握)

Task 1:ニュースを聞いて、まず次の質問に英語または日本語で答えてください。

Question: What is the Unit巴dNations Secretary G巴n巴ral'srequest? 

Task 2:もう一度聞いて、以下の質問の答えとして愚も適当なものを記号で選んでください。

Question: More than how many people hav巴diedin India in the last several w巴巴ks?

a. 8 people 
b. 300 people 
c. 700 people 
d. not mention巴d

Task 3:もう一度聞いて、;欠の文がキ戎の内容に合っていれば丁、合っていなければFを選んでく

ださい。

1: Th巴victimsof the floods in the Mekong Delta include many children. (r / F) 
2: There wer巴morepeople whodedinBargadesh than in the Meking Delta. (T / F) 

STEP 3. Listening for Perception (音声認識)

さらにもう一度聞いて、空欄の中に周き取った語句を入れてください。

United Nations S巴cr巴taryG巴neralKofi Annan has urged countries to give aid for almost 

(1 :一一一一 一)million people (2:一一一一一一一一一一)from their homes by floods in Asia. 
Mr. Annan says that floods are th巴most(3:一一一一一一一一一一)in many y巴arsin India， 
Bangladesh， C百mbodiaand Vietnam. He said in th巴 lastseveral weeks floods have 
killed more than 300 people in th巴M巴kongDelta in Southeast巴rnAsia. Many of th巴
(4:一一一一一一一一一一)were children.Mor巴than700 peopl巴havedied in the 
(5一 一一一一一一一)Indian state of West B巴ngal.In Bangladesh， (6:一 一一一)8 
peopl巴havedied and more than one million p巴oplehave fled their homes after flooding 

in several (7:一一一一一一一一一一)areas. 
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資料4 VOA Regular English 

Severe Flooding in Vi巴tnam

STEP 1. Listening Warm-up (語義項目の確認)
以下のキーワード 7の意味を理解し、ニュースを一度聞いて聞き取れるかどうか確認してください。

1. kind巴rgarten= a school for young childr巴nbefore el巴mentaryschool 
2. haven = a calm and safe place 
3. sanitary = CI巴an;not dang巴rousto health 
4. infrastructure = basic syst巴msneeded to keep a country going 
5. toll = the number of those who have died 
6. incredible unbelievable 
7.indiren巴巴dof = in urgent ne巴dof 

STEP 2. Listening for Comprehension (5W1 Hの把握)
Task 1:ニュースを聞いて、まず次の質問に英語または日本語で答えてください。

1. What damag巴didth巴floodingcause to Vietnam? 
2. What has the government donεfor children? 

Task 2:もう一度聞いて、各文が本文の内容に合っていれば丁、合っていなければFを選んでく
ださい。

1. Th巴floodhit Vietnam much earlier than usual this y巴ar.(T / F) 
z司 DamagetO，homes and infrぉ廿uctIreis 1巴ssserious than the human toll. (T / F) 
Task 3:もう一度聞いて、本文の内容に合うように最も適当なものを選んで文を完成させてくだ
さい。

1. Relief workers 一一一-on Tuesday. 
(A) tried to make conditions for thos巴lefthomeless more sanitary 
(B) provic凶fα対andmedical Sl卯 liesat more than 500 kindergard巴ns
(C) sav巴datl巴ast1 37 children whose parents had b巴end巴ador missing 

2. Most of the children were kill巴dーー
(A) whil巴theirparents were with them trying to find food or work 
(B) whil巴theirparents were out trying to find food or work 
(C) while their parents were working to find food 

3. Hundreds of thousands of children --ー
(A) ar巴 nowstaying at kindergartens 
(B) got injur巴dand hospitalized 
(C) cannot drink dean drinking wat巴r

STEP 3 . Ustening for Perception (音声認識)
さらに何度も聞いて、空欄の中に鴎き取った語句を入れてください。

The waters continued to rise Tuesday in the Mekong River Delta (1:一一一一一)relief 
work巴rsstruggled to provide sanitary conditions for th巴morethan (2:一一一一一一一)
peopl巴l巴fthomeless by late-s巴asonfloods. The floods have caus巴dmor巴than
(3:一一一一一一) dollars in damag巴tohomes and infrastructure. But it is the human 
toll， particularly among Vietnam's children， that remains the key concern. Of the 
(4: 一一 )p巴oplekill巴din the floods this year， an incredibl巴(5:一一一一一一)of 
th巴mhave been children who fell into th巴 water(6:一一一一一一)their par巴ntsleft to 
look for (7:一一一一一).
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4-4.洋画 (Movie)

4-4-1.データ収集

人文研究第 112 輯

洋画(セリフが主に英語の映画)は、楽しみながらオーセンティックなダ

イアローグや語棄と音声、さらに視覚的コンテクストを提供してくれる理想

的な学習素材である。また、入手しやすく豊富なコンテクストを有する素材

である o (V oller & Widdows， 1993) 

脚本 (script)を利用することで洋画の活用法は無限に広がる。脚本を読ん

でリーディング技能を高めたり、脚本を丸ごとまたは一部分を書いてライ

テイング技能を高めることも可能だ。さらに、洋画の作品や措かれた事実や

背景は豊富なディスカッションの話題を提供してくれる O

洋画のデー夕、すなわち、映像ι音声とスクリプトの入手には、ビデオや

DVDを利用するo映像は、作品全体を提示するには2時間程要するので、授

業では洋画を丸ごと見せるのではなく、特定の 1シーンを数分だり提示する

とよい。提示時聞を制限し授業時間内に収まるという授業の進行上の事情よ

りも、むしろ学習者が集中できる長さを考慮すべきである O 途切れ目なく話

す演説などのシーンでは、 1分ぐらいに抑えた方がよいだろう。その他の部

分は、プレ・リスニング活動の一貫として、スキーマの喚起、およびストー

リが学習者の頭の中で繋がるように部分的に提示する。

洋画のセリフ(Iine)は、教師が見て書き取ることもできるが、ネットで公

開されている脚本を入手したり、市販の洋画を使ったリスニング教材を購入

する手もある。ただ、 1、2分程度の長さであれば、ビデオからはクローズ

ド・キャプション・デコーダー (closedcaption decoder)を利用し、 DVD

では字幕を表示させて書き取ったり、 DVDのセリフをパソコンでファイ Jレ

で落とせるソフトも活用できる。

1)炉屈の選若

洋画作品の選定にあたっては、教える側の視点から適正な教材であると判

断できるものばかりでなく、学習者の側の視点も加味して、飽きずに興味を
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持って見ていられる作品を選び出すことが大切である O 以下は筆者が日頃大

学の授業で使用している作品のリストである。基本的に 1講 (90分)の授業

でひとつの作品を扱っている。

大学1年生用

01 ROCKY IV 06 TITANIC 11 INDEPENDENCE DA Y 

02 BABE 07 THE FUGITIVE 12 DIE HARD 3 

03 ARMAGEDDON 08 STAR WARS IV 13 THE MA TRIX 

04 LEON 09 TERMINATOR 2 14 THE NEGOTIA TOR 

05 BEAN 10 CONTACT 15 THE LAST EMPEROR 

大学2年生用

01 AIR FORCE ONE 06 SPIDERMAN 11 SPIRITED A W A Y 

02 COURAGE UNDER FIRE 07 DEEP IMP ACT 12 GHOST 

03 STAR WARS 1 08 J. F. K. l3 HOME ALONE 

04 TOP GUN 09 BAGDAD CAFE 14 13 DAYS 

05 THE MA TRIX: Reloaded 10 HARRY POTTERS 15 THE LAST SAMURAI 

2)シーンの法三吉

作品の選定後は、作品のどの部分を使用し提示するかを決める O 筆者は、

洋画を使用する場合の場面選定について、以下7点を基準として設定してい

るO

1)画像的、言語的に教育上適切なシーン

2 )盛り上がりのある面白いシーン

3 )開き取りやすいシーン

4 )対話の多いシーン

5 )学習者が将来遭遇する可能性が高いシーン
6 )日常生活で頻度の高い語棄項目や構文が使われているシーン

7)教えたい、あるいは、シラパス上、提示する時期として適切な言語材

料が使われているシーン

第1に掲げた画像的、言語的に教育上適切なシーンについては、語学を超

えた比較文化的要素を含む授業や議論の材料を提供するために敢えて成人に

達した学習者に対してやや議論を呼ぶ、シーンを提示することもあり得る。

Gareis (1997)は、セックス (sex)、暴力 (violence)、官涜 (profanity)、

論争Ccontroversy)を含む映画作品を使った英語教授法を紹介し、問題のあ

るシーンは早送りしながらも、そのようなシーンは比較文化、道徳、倫理な
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どについて議論するための材料となり、人種、民族、ジエン夕、一、性志向な

どに対する偏見やステレオタイプを学ぶ、機会を提供してくれると主張してい

る。

以下は、著者がDVDで提示される英語字幕を書き写した“SPIDERMAN"

の1シーンである。

Peter: Thanks for the ride， Uncle Ben 
Uncle: Wait a minute， Peter. We n巴edto talk. 
Peter: We can talk lat巴r
Uncle: We11， w巴cantalk now if you let m巴
Peter: What do we have to tall王about?Why now? 
Uncle目 B巴causewe haven't tall王edat a11 for so long. May and I don't even know who 
you are any mor巴 You shirk your chores. Y ou hav巴日11these weird experi-
ments in your room. Y ou started fighting at schoo1. 

Peter: I didn't start that fight. I told you that. 
Uncl巴 Yousur巴lyfinished it. 
P巴ter:What was I supposed to do? Run away? 
Uncle: N 0， you're not suppos巴dto run away， but …Peter， look. Y ou're changing. I 
know I went through exactly the same thing at your age. 

Peter: No， not exactly. 
Uncl巴目 Peter.These are the years when a man changes into the man he's gonna 
becom巴r巴stof his lif巴.Just b巴car巴fulwho you change into. This guy， Flash 
Thompson， h巴probablydeserved what happen巴d.Bllt jllst b巴causeyou can 
beat him up ... doesn't giv巴youthe right to. Rem巴mber，with great power 
comes great responsibility. 

Peter: Are you afraid that 1'm gonna turn into some kind of crimina1. Qllit worrying 
abollt me， okay? Something's different. 1'11 figure it out. Stop lecturing me， 
please. 

Uncle: I don't mean a lectur巴.I don't m巴anto pr巴ach.And I know I'm not your 
father 

Peter: Then stop pretending to be! 
Uncle: Right. 1'11 pick you up at 10. 

3)躍示才法η選若

洋画の提示は全体を丸ごと見せる全体提示と特定の場面だけを見せる部分

提示に分けられる(図1参照)。洋画作品I本の本編の長さはおおむね2時間

であるが、学校現場の時間的制限と学習者が集中力を継続できる時聞を考え

ると、全体の中から上記の基準を満たした 5分以内の 1場面または複数を繋

げた場面を繰り返し提示する方法が最良と考えられる O クローズド・キャプ
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ション付きのビデオテープ(ケースに表示しである)をデコーダーを使用し

て画面に提示したり、 DVDを使用して字幕を提示する場合、通常、1)画像

なし音声あり、 2)字幕なし画像あり音声なし、 3)字幕なし画像あり音声

あり、 4)日本語字幕付き画像あり音声なし、 5)日本語字幕付き画像あり

音声あり、 6)英語字幕付き画像あり音声なし、7)英語字幕付き画像あり

音声あり、 8)日本語・英語字幕付き画像あり音声あり、の 8つの方法が考

えられる(画像1参照)。ただし、 DVDの場合は、一般に日英の字幕を同時

に画面に表示できないようだ。

中でも実際の授業でよく使う提示法は 3)と 8)である。 3)について、

あくまでも、学習者の到達目標は、この状態で洋画を鑑賞できるようになる

ととなので、学習の動機づけとしても力試しとしても、授業内で多用すべき

提示法である。しかし、 DVDでは字幕のない画面を提示できるが、日本で購

画像 1 さまざまな字幕の提示法
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入またはレンタルしたビデオテープのほとんどには、しっかりと日本語字幕

が付いてしまっている。その対策としては、キャプション付きのビデオテー

プを、背景に黒帯が現れる状態で再生し、セリフのない箇所を一旦停止し取

り出す。この状態では、黒帯が画面に残っているままなので、使用するテー

プを即座に入れて再生すれば、日本語字幕がその黒帯に隠された状態となる O

8 )の「日本語・英語字幕付き画像あり音声あり」は、日英の字幕を同時に

位置をずらして提示する方法であるが、ある一定のタスクを終えた後で確認

のためにセリフごとに一時停止して解説するのに便利な提示法である O 解説

内容は、字幕の成り立ちゃ特徴のほか、単なる言語的比較に留まらず、文化

比較にも発展し得る。

4-4-2.ハンドアウトの作成と授業の進行

一般的な教室の授業形態で、 2時間前後の作品をすべて提示することは難

しいので、教室内でのリスニング活動では必然的部分的提示になる。しかし、

全体提示でも大学の授業であれば、児童向けであるがディズニー映画などは

90分前後であり、多少早送りすれば大学のー講義内で十分見せられる。また、

2時間を超えるような長い作品でも部分的にカットして 90分以内にまとめ

る方法や2屈の講義で前半と後半に分けて提示する方法もある。さらに、ひ

とつの作品を長期にわたり少しずつ見せていくシラパスの編成も可能であ

る。

1)伊厨の金詐悲示("正ffJffi.グ評御j

全体掲示して内容把握を目的とするタスクでは、鑑賞して感想を自由に書

かせる評価や項目をあらかじめ用意して評価する質問をあらかじめ用意し、

多義選択で選ばせたり自由に答えさせる「演習中心J I内容の評価」がある。

ここでは、作品ごとにタスクを作る必要がなく、どの作品にも使用できる項

目別評価Citemizedevaluation) (小林、 2001)と称するタスクを紹介する。

これはあらかじめ作品の評価の基準となる項目を提示し、項目の内容にどの

程度同意するか否かを 1から 10までのスケールで作品を鑑賞しながら評価
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するもので、単に感想、を自由に警かせる質的評価よりも量的評価の方がより

注意深く鑑賞するだろうという仮定が前提になっている。

資料5には 10の項目があるが、作品を見せる前にそれぞれの項目について

意味をしっかりと確認させておくべきである。特に形容詞の意味をできれば

英英辞典の定義を示してしっかりと確認させたい。鑑賞し、選んだ後でベア

ワークでそれぞれの項目ごとに数値を互いに確認し合いディスカツションさ

せることもできるo 項目を増やすも減らすも学習者のレベル等に合わせると

よい。また、作品によっては該当しない項目が出てきたり、ぜひ加えておき

たい項目が生じることもあり得る。そのような場合に備えて、未記入の項目

をし 2箇所作っておくと便利である。

また、右端に“Catchwords & phrases!"とあるのは、作品評価(内容把

握)のタスクをしながら、特定のジャンルの語句や品詞だけを書き取る

focused listeningのタスクを行えるようにしたものである。 1、2分の部分

表示と異なり、長い時間の鑑賞では、作品の内容評価だけでは集中力が途切

れる懸念があり、より注意深く聞き続げさせるためにも音声認識のタスクを

取り入れることで学習者は気が抜けなくなるのである。

さらに、鑑賞後にコメントを自由に書き入れるスペースも作っておくとよ

い。日本語でも英語でも事情に応じて指示を出す。このコメントの部分は時

間の余裕がある時にポスト・リスニング活動として、鑑賞後にベアワークで

ディスカッションする時にも利用できるo

乙のハンドアウトは一度に大量にコピーしておくと便利で、ある o 授業で使

用するだけでなく、課題として 1週間で何かの作品を見させハンドアウトを

完成させて提出させたり、提出しなくても自習用に配布することもできる O

また、ハードコピーでなくてもメールで提出させたり、定期的に報告させる

こともできる。

2)伊厨の壬子供五Eポ(箪援ベ倣の高字ソ

画像に描かれる様々な被写体の中でも我々はやはり同じ人聞に最大の興味
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を示すのではないだろうか。それはあまりにも身近な話題であるがために、

かえって外国語学習では軽視されがちである。我々は他人のうわさや描写を

日常茶飯事行っている。他人の容姿や性格、行動パターンをよく口にし、主

観を交えて評価することを頻繁に行っている。この我々の言語活動上、非常

に需要の高い人物の描写は英語学習でも活用すべきである。

人物を描写する際に必要な英語の語葉・構文は大きく分けて 3つのパター

ンがある。まず第1は、形容調をたくさん覚えて、“He/she is bright."のよ

うに第2文型 (s+v十C)で表わす方法である。第2は、特定の性質を帯

びた人物を表わす名詞を“He/sheis a bigmouth."のように同じく第2文型

で表わす方法である o第3は、動詞、形容詞、名詞を組み合わせて、“He/she

has big hands."のように第3文型 (S+v十0)で表す方法である。

人物の描写は、洋画の全体表示に最適なタスクのひとつである。 2時間も

登場人物の行動を観察していればかなりの描写ができるようになる。しかし

ながら、日本では人物描写はあまり学校では取り扱われてきたとは言えず、

母語との語棄の格差が著しいジャンルのひとつである。そのため、あらかじ

め資料8のような語葉リストを配布し、特定の人物について該当する語桑項

目を選ばせ、ノートにとらせたり別紙に書き出させる O 単に形容詞を抜き出

すだけではなく、それを基にしっかりとセンテンスで長い描写をさせること

も可能である O

著者は過去何年にもわたって人物描写に最適な作品のひとつと考えられる

“12 ANGRY MEN" (12人の怒れる男)を授業で全体提示している。全編で

約96分の作品であるが、多少早送りすればほぽ全体が90分の授業で見せら

れる O 作品の終了後に人物描写させる時聞がないので、作品を見せながらさ

せる。そして、セリフのある登場人物が多いために、出演者の顔画像を列挙

したハンドアウト(資料6)または自ら描いた似顔絵を載せたハンドアウト

(資料7)を配布している。

画像とセリフがあることで、より正確な描写が可能になる。資料8は内面

的な人物描写の語棄に限定されているが、容姿に関する語桑表を作成して配

布することもできる。
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資料5 洋画作品評価シート

How would you eva1uate this movie? 

TITLE: 

DIRECTER: 

CAST: 

(YEAR __  _ 

PRODUCTION 

YOUR NAME ___~一一一(I.D._一一一一) DEPT一一一一 YEAR:1/2/3/4 

叫一ーコ叩
.
m
6
一

四

-
A

M

一間
t

-

F

 

・剛

3
一
例

a

一
昭

郎

2
一
蜘

CfLcb W，ιItds&phr置田1

02: This皿ovieis 1ive1y 
2 3 4 5 6 7 8 9 10 

03: This mo司eis白且

Z 1 ヨ 主 6 Z 昼 2-J.Q 

04: This movie is weH ocganized. 

1 主 3 4 5 6 7 1¥ 9 10 

05: This皿ovieis血formfLive.

1 主 3 456  7 8 9 m 

06: This血 0岨eis bOl泊g.

12  3 4 5 6 7 1¥ 9 m 

07: This皿ovieis too long. 

12  3 4 5 6 7 1¥ 9 10 

08にThis皿ovieistoo∞岨plia正ぽ
1234 苛 6 7 8 9 10 

09: 1 would like to s田 this皿o泊e司gain.

2 3 4 5 6 7 1¥ 9 10 

10: 1 would like to皿自主theactors and actr田 S田

2 3 4 5 6 7 8 9 m 

cow，位予IT噌

(小林敏彦共著 (2003) r映画英語教育論jスクリーンプレイ社、 p25より)

(小林敏彦共著 (2003) w映画英語教育論』スクリーンプレイ社、 p.25より)
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資料6 12 ANGRY MENの登場人物画像

作品を見ながら各陪審員の特徴を表わす語句を別表から複数選んで画像の下

のスペースに書き入れてください。

2 4 

8 

9 10 11 12 
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資料7 著者が描いた 12ANGRY MENの登場人物似顔絵

作品を見ながら各陪審員の特徴を表わす語句を別表から複数選んで画像の下

のスペースに書き入れてください。

2 3 4 

5 7 8 

g 1日 11 12 
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資料8 人物表現関連語桑

ポジティヴな形容詞
ordinary普通の Igood-natured人がよい Isincere誠実な Ihonest正直な Idown-to-earth現実的な
I helpful面倒見がよい Icoope四回e協力的な Iimpartia1 j属りのない Iunbiased 偏見のない lopen
[broad]-minded心が広い If1awless欠点がないIw叩nhe町民d優しい Igenerous寛大な Iconsiderate 
思いやりのある Itolerant包容力のある Icompassionate情け深いIbenevolent憐れみ深い/
outg01llg明るい Iextroverted外向性の Ichee巾 l陽気なIfriendly愛想がよい Idiplom叫1C人あた
りのよいIapproachable親しみやすい/sociable人づき合いがよいIenthuslastic熱心心Ipositive
前向きな lopti皿istic楽天的なIenergetic元気いっぱいのIhyp町いつもはしゃいでいる Ifunny 
滑稽な Ihumorous ユーモアのある !!;Sf~町e 釆りの共い 11evelheaded しっかりした/
org叩 zed計画性のある lambi岡田野心のある li岡山副ve 好奇心が強い Icourageousたくまし
いIcautious用心深い Istrict厳しいIpatient我慢強い/皿eticulous凡帳面なIpersuasive説得力
のある Ireliable; countable頼りになる Itight-1ipped口が堅いIpunctua1時間を守る/
conscientiousまじめな Idi1igent勤勉な Itenaciousねばり強い Igra匝ful義理堅い Iintelligent頭
のよい Iwell-educated教養のある 1i1山 itive直視力のある Iperceptive洞察力のある Iinventive 
創意に富んだIcompetent; able有能なIhardworking仕事熱心な Iefficient要領のよい Itactfu1か
け引き上手な/討ngle叩inded一途なIi1uluentia1影響力のある promisi暗将来性のある/
admirable立派な Irespectable尊敬に値する Iskillful器用な Iversati1e多芸多才なIsophisticated 
洗練された Iwell-mannered行儀のよいIdecent礼儀正しい/血odest控えめなIfastidiousきれい
好きなIstraightfoward率直な/c姐did含み隠しのないloutsp池田歯に衣を着せないIaggressive 
攻撃的な、積極的な

ネガティヴな形容詞
indifferent無関心な/回sty嫌なIevil-minded心の曲がった Inanuw則nded心の狭い/
egotistica1わがままな Iself←centered自己中心的な IridiculousとんでもないIgr田dy強欲なl
terribleひどい Ipersistentしつこい Irestlessせかせかした Iover1y friendlyなれなれしい/
shame1ess恥知らずなIfeminine (男性的女っぽい Imascu1ine (女性的男っぽい/spooky気
味が悪い Ic1'eepy気持ち悪い Ime姐意地悪いIcoldhearted心が冷たい/目印nsiderate思いやりが
ない Is紅ca坑ic嫌味っぽい Ipushy 押し付けがましい Igloo皿y暗いIsly 陰険なIcrafty腹黒いl
sluggish元気がない le出 e不気味なIpoker-faced無表情な Ivengeful執念深い Iskeptica1疑い潔
いIbodng面白くないIinconspicuous目立たない Iold-fashioned; outdated古くさい/
disorganized だらしがない Ispoiled甘えん坊の IeasygoingのんきなIn出veだまされやすいl
unre1iableあてにならない Iunt四stwo目hy信頼できないIfick1e浮気っぽいIbo回ばulいつも強が
りを言っている Ihypocritica1偽善の Iinconsistentー慣性のない loppo則即日出日和見主義のl
fick1e気まぐれなImoodyお天気屋のIungrateful恩知らずの Iirresponsible無責任な Istupid頭
が悪い Islow頭が鈍いIforgetful忘れっぽい Iworthlessくずのligno悶 nt無知な Inaiveお人好
しなIcredulous 信じやすいlin叩皿petent無能なIhopeless救いようなのないIgreen青二才の/
凹田中erienced経験不足の/四perficial中身のない Ic1umsy不器用なIcarelessおっちょこちょい
なIinefficient要領が悪い Iinarticulate口ベたなlvulg町下
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資料B続き 人物表現関連語義

名詞
extrovett外向的な人 Iintrovert内向的な人/optimist楽天的な入/prankstar茶目っ気のある人 j
gemus天才/ro皿anticistロマンテイス卜/show-off自慢屋/attention-getter目立ちたがり屋/
go-getterやり手/ego皿抽出cわがままな人/fool馬鹿/jerk愚か者/bastardとんでもない人/scum
くず/dirt-bag嫌な奴/sucker騎されやすい入、嫌な奴/misfit周囲に適応できない人/
凹 isanceやっかい者/troublemake，'問題を起こす人/troubleshooter問題を解決してくれる人/
SlSSy女っぽい男性/snake陰険な人/bo問面白くない人/pa'ty pooper周囲の楽しい雰囲気を白
けさせる人/spoiled brat甘えん坊/suck目だまされやすい入、カモ/big皿outhおしゃべり/
knockoutすごい美人Ibrownnoser八方美人/1i町うそつき/hypocrite偽善者/f1attererゴマすり
/ slowpokeのろま/puppet; figureheadお飾り/wa11f1owerパーティや宴会でひとりぼっちの人/
bad loserあきらめの悪い人/k1utz不器用な人/butterfingersおっちょこちょいな人/poor
C01Tespondent筆無精な人/b町b組組野蛮な人/slob無精者/hick回舎者/perfectionist完全主
義者/compl泊ner文句ばかり言っている人 /whine，'文句ばかり言っている人/constant grumbler 
j愚痴っぽい人/snobお高くとまった人/spendthr治ぜいたくな人110nεrひとりでいるのが好き
な人/educ抵eddummy頭でっかちな人/freeload町いそうろう/sponge; leechたかり屋
/ slyfox 海千山千の人/cheater食わせ者/slave driver人使いが荒い人/皿叩ipulator人を振り回
す人/know-it-allよく知ったふりをする人/daydreamel'いつも空想にふけっている人/
wo町内紅t心配性な人/w聞 pいつもびくびくした人/cow紅d;chicken臆病者/nerd; geekガリ
勉/皿santhropist人間嫌い/misogynist; wo皿姐hater女嫌い

have +名詞句
have a c1e組皿ind心がきれいだ/have a strong sense of justice正義感が強い/have a good sense 
of humorユーモアのセンスがある/have a good sense of direction方向感覚がしっかりしているl
have self -control自制心がある Ihave a strong sense of mission強い使命感がある/have a lot of 
guts根性がある/have alotof s出国間スタミナがある/have a practica1 mind実用を重んじる j
have a strong will意志が強い/have a strong sense of responsibi1ity責任感が強い/have a strong 
sense of grati印de義理堅い/have a good memory記憶力がよい/have a good educationa1 
background学歴がある/have good祖国tion直観力がある/have deep insight 洞察力がある/have 
a great desire for know ledge矧識欲旺盛/have origina1ity独創性がある/have foresight先見の
明がある/have potentia1将来性がある/have good judgment of character人を見る自がある j
havem姐y同lents多才だ/have good皿岨ners行儀がよい/have a stable mind落ち着いている/
have good tasteセンスがよい/have a皿agneticpersona1ity人を引きつけるカを持っている/have 
a sharp tongueきついことを言う Ihave no sense of shame恥知らずIhave no common sense 
非常識だ/have a dirty mouth口が悪い/have a bigmouthよく告げ口をする、口が軽い/have 
1ittle sense of gratitude思庄司らず/have no positive町泊臼何の取り柄もない/have slow reflexes 
運動神経が鈍い/have a sboはfuse怒りっぽい/have a lot of nerve神経が図太い/have a one-track 
mind心が偏っている/have ad盟国tedview 偏見を持った人/have a f1awed character性格的に欠
陥がある/have ups and dOWJL' in his/her emotions感情の起伏が激しい/have thin skin傷つきやす
い/have an infedodty complex 劣等感を持っている/have 1ittle wi11power意志が弱い/have no 
se1f-confidence自信がない/have a chip on his/her shoulder 他人の言ったことを怒くとる/have 
the luck of the devil 悪運が強い
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4-4-3.洋画の部分表示

ここでは映画の作品の一部を繰り返し見て開いてタスクをこなす授業の形

態の説明を行うが、洋画に限らずテレビのドラマや討論番組についても活用

できる。データ収集の段階で厳選された数分のカットからタスクを作り、プ

レおよびポスト・リスニング活動まで含めて、以下のような手順で内容理解

と音声認識の双方を狙った授業が展開できる。

Pre-Viewing Activities 
STEP 1 : INTRODUCTION 

表3 洋画部分提示授業の進行

背景や制作に関する基本的背報に触れながら、作品の紹介を日本語で行う。
STEP 2 : VIEWING FOR SCHEMA BUJLDING 
提示シーンの前まで時間の許すかぎり日本語字幕付きのカットを見せる。
STEP 3 : VOCABULARY PREVIEW 
5分以下の提示シーンで使用される重要語句のうち内容理解のタスクのヒントになりすぎない程度のもの
を紹介する。との際、それぞれの語裳項目には英文の定義文を付りておき、和訳させる。

Viewing Activities 
STEP 4 : LISTENING FOR COMPREHENSION: 1ST VIEWING 
(1)おおまかな内容に関する質問をひとつ提示し、開き方のコツなどを指示する。
(2 )字幕なし音声ありのカットを提示し、聞き取りながら質問の答えを探すよう指示する。
(3 )終了後、ベアワークで答え合わせをさせた上へひとりをあて口頭で答えさせる。
STEP 5・LISTENINGFOR COMPREHENSION: 2ND VIEWING 
(1)内容真偽問題を 2、3提示し、聞き方のコツなどを指示する。
(2 )字幕なし音声ありのカットを提示し、聞き取りながら質問の答えを探すよう指示する。
(3 )終了後、ベアワークで答え合わせをさせた上 ひとりをあて口頭で答えさせる。
STEP 6 : LISTENING FOR COMPREHENSION: 3RD VIEWING 
(1)多義選択問題をひとつ提示し、聞き方のコツなどを指示する。
(2 )字幕なし音声ありのカットを提示し、聞き取りながら質問の答えを探すよう指示する。
( 3 )終了後、ベアワークで答え合わせをさせた上、ひとりをあて口頭で答えさせる。
STEP 7 : LISTENING FOR PERCEPTION 
(1)空榔の穴埋め、語葉選択、相違笛所の指摘、特定情報の聞き取りなどのを行う。
( 2 )画像を消して音声のみを聞かせる。
( 3 )終了後、ペアワークで答え合わせをさせた上、ひとりをあて口頭で答えさせる。

Post勾ViewingActivities 
STEP 8 : SCRIPT VIEW 
(1)提示シーンの語業項目、構文等について、総合的な解説を行う o
(2 )英文字幕付き音声ありのカットを一度提示し、確認させる。
(3 )質疑応答を行う。
STEP 9 : MAKING SUBTITLES 
(1)提示シーンの各セリフの字幕作成を行う。字数制限をあらかじめ明記しておく。
(2) 10分の時間を与え、その後ベアワークまたはグループワークで吟味し合う。
(3 )日英両語の字幕付きカットを止めながら提示し、解説を加える o
STEP 10 : WRITING A DIALOGUE & FEEDBACK 
(1)提示シーンの台認の中から、重要語句をひとつ選び解説する。
(2 )対話文作成シートに必要事項を記入させ、場面設定をさせる。
(3 )重要詩句を含む対話文を作らせる。
( 4)ペアワークで互いに評価させる。
(5 )ひとり指名して板書させるか、 OHCで提示し、プレゼンテーションを行ってもらう。
(6 )板書したダイアローグを、学生全員の前で解説を加えながら公開添削する。
(7)余裕があれば、すべての学生のダイアローグ作成シートを回収し、添削して次回返却する。
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資料 9 洋画部分提示授業のハンドアウト

学習のポイント:1) CUL TURE:世代格差
2) GRAMMAR:目的語に動名詞を取らない動詞
3) LlSTENING:助言と拒絶
4) WRITING:助言の仕方

Pre-Viewina Activiti巴S

STEP 1・INTRODUCTION

Title: SPIDERMAN (2002) 
Direct巴dby: Sam Raimi (Writing credits: Stan Lee / Steve Ditko) 
Genre: Action / Sci-Fi / Fantasy / Thriller 
Plot Outline: When bitten bヅagenetically modified spider， a nerdy high 

school stud巴ntgains spider-like abilities which he must eventually 
use to fight evil as a sup巴rhero.

User Rating: 7.4/10 (60，862 vot巴s)(T /7 /11， 2006) 
Cast: Tob巴yMaguir巴/Willem Dafoe / IくirstenDunst 

STEP 2 : VlEWlNG FOR SCHEMA BUILDING & FOCUSED USTENING 
本日の講義のキー・シーンまでの部分を日本語字幕付きで見てもらいます。内容把握に努める問
時に、聞き取れた『形容詞Jを書き取ってください。{約 17分)

STEP 3 : VOCABULARY PR印刷

以下の語句の英文定義を参考に和訳を書いてください。

01) shirk chores negl巴cttasks you do everyday 和訳:一一一一一一一一一一一一
02) weird usual or different 和訳:一一一一一一一一一一一一
03) experiment scientific test 和訳・一一一一一一一一一一一一
04) go through 巴xperienc巴 和訳:一一一一一一一一一一一一一
05) deserv巴 it is right you have it 和訳:一一一一一一一一一一
06) beat up = d巴feat 和訳:一一一一一一一一
07) r巴sponsibility= a duty to deal with 和訳:一一一一一一一一一一
08) criminal a person who commits a crime 和訳:一一一一一一一 一一一一
09) figure out reach an understanding 和訳・一一一一一一一一一一一一一
10) lecture criticize or tell how to behave 和訳:一 一一一一一一
11) preach give advice on morals， behaviors， etc. 和訳・一一一一一 一一一
12) pretend ♂claim to be or do when it's not true 和訳:一一一一一一一一一一一一一

Viewina Activities 

STEP 4 : 1 5T VIEWING 

字幕なしで一度見ながら以下の質問に答えてください。

What are they talking about? 

STEP 5 : 2ND VI EWI NG 

もう一度同じシーンを見ながら以下の質問の答えとして最も適当なもので選んでください。

What is the first name of Peter's aunt? (A) Ben (B) May (C) Flash 

STEP 6・3RDVlEWlNG

更にもう一度同じシーンを見ながら以下の英文の内容真偽を行ってください。

(1) Uncle Ben asks Pet巴rto stop weird experiments in his room. (T / F ) 
(2) Pet巴rhas told Uncl巴Benthat he did not start th巴fightat school. (T / F ) 
(3) P巴terappreciates what his uncle tells P巴terabout his exp巴rience.(T / F ) 



96 人文研究第 112 輯

資料目指売さ

STEP 7 : PERCEPTION TASK (1分37秒)
今度は画像を消して音声のみを聞いてもらいます。空欄に聞き取った語句を入れてください。

Pet巴r:Thanks for th巴[1:r一一一]， Uncle B巴n.
Uncle: Wait a mimite， Peter. We need to talk. 
Peter: We can talk later. 
Uncl巴:W巴lI， w巴cantalk now if you [2: 1一一 lm巴.
Peter: What do we have to talk aboul? Why now? 
Uncl巴 B巴causewe hav巴n'ttalk巴dat日11for 'so long. May and 1 don't [3:巴一一一]
iくnowwho you are any more. You shirk your.chores. You ha~巴 all thes巴
weird experim巴ntsin' your room. You start [4: f一一一一一]at school. 

Peter: 1 didn't start that fight. 1 told you that. 
Uncl巴 You[5: s一一一 1finished it. 
Peter: What was 1 suooosed to do7 Run日way?
Uncl巴No， you re not sUppos1!.1! t6 run away，b!}t …Pet巴r，look. You're changing. 

1 know 1 w巴ntthrough [6:. e一一一一一 1the same thing at your ag巴a
Pet巴r:No， not [7: e一一一一一]
Uncle: Peter. These are th巴yearswhen a man chang巴sinto th巴manhぜ5gonna 
become [8: r一一一]'of his life. Just b巴carefulwho you chang巴irito.This iP 9止:g一一-l，F円|帥 T刊h口附
ecaus巴youcan b巴athim up.….日.do自sn'可t!引ω3訓iveyou t肋h白 rightto: R巴m巴mber九， 
with areat oower comes areat res口onsibilitv.

Peter: Are you afraid廿百tl'mgonnaturn Into some kind of criminal? [10: q，一一一]
worrying about me，σkay? Som巴thing'sdifferent.ド11figure it out. Stop 
lectu'ring me， please. 

Uncle: 1 don't mean a lecture. L.d且n:t...rn品目よaぷ五島ωll...Andl krON I'mnot your father. 
Peter: 1hen 5too口retendinato ♂一一一一一一一一一一
Uncle: 即日"し"'L": fl一一一]y'ouup at 10. 

Post-Viewin口Activities

STEP 8 : SCRIPT VlEW & GRAMMAR FOCUS 
台詞全体と談話文法について解説するのでよく聞いてください。

STEP 9 : MAKING SUBTITLES 
字苓翻訳の:ici去 r1秒4文字』のj去則に従い、指示した字数制限を守り日本字幕を作ってください。
(1) with great power comes gr巴atresponsibility 

大いなる一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一 [15wo吋sl
(2) Then stop pretending to be!父親一一一一一一一一一一一一一一一 [10words] 

STEP 10 : WRITING A DIALOGUE 
"be supposed to"を使用した対話を完成させてください。

1 ) Relation friend & fri巴nd/ student & teach巴r/一一一一一一一一&一一一一一一一一
2) Occasion casual conversation / asking dir巴ctions/ service encounter /一一一一一一
3) Chann巴Iface-to-face cゅnversation/ telephone conversation /一一一一一一一一一一
4) Sex & Age A: male (age:ー)/femal巴(age:一一)B: mal巴(ag巴:ー)/ female (ag巴:ー ) 
5) Place Country一一一一一一一一一 R日目ion_一一一一一一一 Specific Place _一一一一一一一一一一
6) Time Day一 一一一一一一 Month一一一一一一 Date _一一 Time_一一一一日.m.!p.m. 
7) Weath巴「 一 一一一一

A:一一一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 -
B:一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一
A:一一一 一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一
B:一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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4-5.洋楽 (Music)

4-5-1.データ収集

洋楽(歌詞が英語の歌)は英語学習者にはもっとも身近な英語媒体であり、

リスニングに有効なオーセンティックな教材になり得るが、あまりにも身近

で生活雑音の一部として空気のごとく意識されない存在となっている。学校

での英語教育が始まるずっと以前から意識的、無意識的に洋楽のインプット

を受けてきているはずであるにも係わらず、日本の英語教育界では一部の熱

心な英語の教育者の授業を除いては、洋楽は授業の現場では軽視されているo

洋楽は通常の話し方とは異なる発声とリズムで発話されるために、あらゆ

る英語媒体の中でも聞き取りの難しさという点では、最上級に位置している。

いくらリスニングが得意な学習者でも英語の歌詞はほとんど聞き取れないと

言う人が多い。歌詞自体はそれほど難解な語棄はなく、歌詞カードを見ると

ほとんどの学習者が知っている単語ばかりであることが多い。また、その内

容もメッセージ性が高く、対人関係での心情を描いたものが多い。ゆえに、

教材としては、内容の理解よりもむしろ、最難関のリスニング素材としての

特性を活かして、空欄穴埋めや語句選択などを用いて音声の聞き取りのタス

クを行うほうが適切である。また、リスニング本番前のレディネスを高める

手法として、安藤 (1998)が行った実証研究では、テキストの本文などのリ

スニングを行う前にアルファ波音楽を間かせるととで学習者が聞き取りやす

くなるような脳内環境を作り出せることが明らかになっている。

洋楽を授業で使用する場合は、まず曲の音源と歌詞を入手しなければなら

ない。曲は CD、カセット、 MP3fileやその他の音源から入手し、教室で流

すことが可能なメディアに収める。歌詞は CDに付属した歌詞カードやネッ

ト上の歌詞を扱ったサイト(例えば:Lyrics Depot http://www.lyricsdepot. 

com)または、検索エンジンに“lyricscrazy for you"のように、まず“lyrics"

と入れてから 1スペースを空けて、曲名をそのまま打ち込めば比較的容易に

入手できる O ただし、注意しなげればならないのは、旧来のカセットなどで

安価に売られているものに付いてくる歌詞カードには間違っている場合が
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あったり、また個人サイトで公開されている歌調にも間違いが少なくないこ

とである。ネットの場合は複数のソースで比較するか、アーテイストのオフィ

シャノレ・サイトで確認すべきである。

洋楽は豊富にある素材なので、教材として適切なものをどう選んでよいか

迷うかも知れない。 Payne(2006: 42)は理想的な選曲について“short，slow， 

and clear; repeats key phrases; attracts students' attention; and teaches 

some natural， interesting language without offending anyone"であると述

べているo 筆者はこれに以下の基準を付加して提案したい。

1)者'l1i/ffJ~ヂ」がヌr~ ミ'í:d!!

学生にアンケートで授業で教材として取り上げて欲しい曲を選んでもらい

準備する手もあるが、教師自身の噌好も選曲の重要な決定要因となる。 Gra-

ham (1992) は、この点次のように述べている:

The type of music that you select to present to your class will 

depend on the students themselves and your own musical back-

ground and experience. In general， I think it's a good idea to stick 

with music that you yourself love and feel comfortable with. (p. 44) 

しかし、この基準だけでは教材としてふさわしいものが選ばれる保証はな

い。個人的晴好を優先させるだけでは、特定のジャンlレに偏り、語葉・音声

的にも教材として不適切なものになりかねない。

2) 字y-~"~士い坊1iffl.ご若ff~ftì合厳~JfXグやすい助

NNSがまったく聞き取れないような曲は、学習意欲を削ぐだけでなく、自

信を喪失させてしまう。そのためには明瞭な発音で歌われている曲が望まし

い。また、洋楽の歌詞は、日常の会話の速度よりず、っと早く発音されるもの

から、かなりゆっくり発音されるものまで、多種多様で、ある。教育的目的や

学習者のレベルに合わせて選曲するには、教える側が日頃から多くの洋楽に
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接し、新曲を聞いた時にも、自分の担当するどのクラスに適切であるかとい

う意識を持ちたい。

3) /f¥)遊坊主r若男がす:iれていとfい局
洋楽の歌調は、常に文法的で、あるとは限らず、歌としての美しさが優先さ

れることがよくある。歌詞の内容も論理的で明確な内容のものから主観的で、

印象的かつ抽象的なものも多く、いったい何を伝えようとしているか不明な

ものも少なくない。同様に語棄や表現についても日常ではあまり使用しない

大げさな表現や俗語や卑語(vulgarism)も出てくるものもあり、曲の選定に

は細心の注意を払わなければならない。

一般に教育上不適切と考えられる表現が出てくる曲は避けた方が無難であ

るo 音楽は記憶に残りやすく、不適切な表現も流すだけでは済まされないこ

とがある。いつどこでふと出てしまうか予測できないものであるo また、人

を中傷した表現が使われていたり、“Hedon't …"や“Heain't …"など教

師から見て学習者には使って欲しくない表現が頻出するジャンルもある。こ

の点に関して Graham(1992)は、次のように述べている:

While the song themselv巴smay be superb， the lyrics can be so 

ungrammatical that they would 0111y add to the confusiol1 of the 

new language learner. For巴xample，“1ain't gonna work 011 

Maggies' farm 110 more." (p. 43) 

乙こにある“thenew language learner"という記述に関して、英語の基

本を学んでから入学してくる(と仮定される)大学生については、事情をしっ

かりと説明すれば混乱することはないものと考える。しかし、知的財産とし

て洋楽を持ち歌にしてあげるという教育的観点から言えば、やはり適切な内

容の適切な語棄や文法で書かれた歌調の曲を選びたい。

以上の 3点の基準を考えると、へピメタやラップよりもオーノレディーズや

ポップスがリスニング用の素材としては適しており、時代は古いがスタン
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ダード曲として今もなお街角の BGMなどでよく耳にする、 TheBeatles、

Elvis Presley、Carpenters、ABBA、Simon& Garfunkelなどの曲が望ま

しい。以下は、筆者が選定し、毎年のように大学の授業で使用している洋楽

のリストである。

01: Honesty 11: Y. M. C. A 
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02: Dancing queen 
03: Yesterday once more 13: Sukiyaki 

04: Believe 14: Stand by me 
05: Bridge over troubled water 15: Yesterday 
06: My heart will go 011 16: Take me home country road 26: Last Christmas 

17: Unchained melody 27: Tears in heaven 

18: Candle in the wind 28: What a wonderful world 
19: Pretty woman 29: That's what friends are for 
20: 1magine 30: We are the world 

。7:Crazy for you 
08: For your eyes only 

09: Go west 
10: New York city boy 

このリストは、過去15年間の授業の積み重ねで、学生からのフィードパッ

クを基に何度も入れ替えを行ってきたものである O 毎時間1曲ずつ使用し、

通年で30曲を用意している。授業ですぐ使用できるように 120分のオーディ

オテープに 30曲全部収録したものを用意している。クリスマスの頃に 26の

曲を使用するなど、配列には季節のことを考慮に入れている。中でも以下に

ある Simonand Garfunkelの代表作BridgeOver Troubled Water (明日に

かける橋)は学習に最適な曲のひとつである。

When you're weary， feeling smal1 
When tears are in your eyes 

I wil1 dry them all 

I'm on your side， oh， when times get rough 
And friends just can't be found 

Like a Bridge Over Troubled Water 
I wi1l lay me down 

Like a Bridge Over Troubled Water I willlay me down 

When you're down and out 

羽Thenyou're on the street 

When evening fal1s so hard 

I wi1l comfort you 
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1 will take your part 

Oh， when darkness comes 
And pain is all around 

Like a Bridge Over Troubled Water 1 will lay me down 
Like a Bridge Over Troubled Water 1 will lay me down 

Sail on silver girl Sail on by 
Y our time has come to shine 
All your dreams are on their way 

See how they shine 
Oh， if you need a friend I'm sailing right behind 

Like a Bridge Over Troubled Water 
1 will ease your mind 

Like a Bridg巴 OverTroubled Water 
1 will ease your mind 

4-5-2.ハンドアウトの作成と授業の進行

洋楽はその特性から音声認識のためのタスクが適切であるが、ハンドアウ

トを配布せずに内容理解のための質問を先に提示してから聞かせることもで

きる。しかし、既に多くの学習者がその歌調の内容や関連した情報に精通し

ている曲もあるので注意が必要である。

音声認識のタスクを洋楽の歌詞を使って作る場合、空欄穴埋めと語句選択

の組み合せがもっとも適切でトあると思われる。以下その聞き取りの対象とな

る項目を選ぶ、基準を提案する。

1ノレベノルに王子h-lh合空櫛と選前

曲全体や一定の長さをディクテーションさせる方法も有効で、あるが、何度

もテープを再生せねばならず、授業時間の制限もあるので、空欄穴埋めや語

句を選択する形式のように時間を要しないタスクのほうがよい。全文ディク

テーションなどは課題として出したり、まとまった時聞が取れた時に行うこ

ともできる。

また、空欄や選択の箇所はレベルが上がるほど増やし、低いレベルでは、
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今、どの部分を歌っているかを把握することさえ困難なこともあるので、す

べて選択にすべきである。選択する語棄もスペルが難解でト書くのに時間がか

かるものは避けるようにしたい。

2) 2fがの車分jご空府~1字Q

さびの部分 (refrain)は、繰り返し聞く機会があるので、その分聞きづら

い部分を選び、選択よりも空欄にして書き入れるようにする。レベルに応じ

て、単語のスペルの一部を以下 (WeAre the Worldから)のようにあらか

じめ書き入れたものを提示することもできる。

例1)There are people dying and it's time to (2: 1 ) a hand 

例2)We can't go on (4: p一一ing)day by day 

3) {;;{/::彦のilf1甘さ子選議f要fJ(~y-Q 

さびの部分に対して、他の部分は通常一度しか聞く ζとができないので、

それだけ答えやすくしなければならない。語棄選択の形式にする場合は、な

るべく学習効果があるように、ミニマルペア (minimalpair)、同音異義語

(homonym)や音声的に紛らわしい組み合わせを考える O

例3)We are the ones to make a (2:主主立竺/註温性笠)day 
(We Are The World) 

例4)When (1: a tear / tears / the tears). 

(Bridge Over Troubled Water) 

例5)1 wi11 (6:旦立旦旦/旦旦旦旦旦/旦虫色竺)you. 

(Bridge Over Troubled Wat巴r)

次のページにあるのは、筆者が毎年改良しながら使用している洋楽間き取

りシートである。時間の余裕があれば、ステップ1にあるような内容理解の

ためのタスクを入れたり、解答後に皆で曲を再度かけながら教師自らが先頭

に立って一斉に歌うべきである。
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資料 10 洋楽聞き取りシート

Bri dge Over Troubl ed Water 
0/ Simm andGarfunkel 

STEP 1 : U STENI NG F四 C例 PR印刷51倒
Ust巴ntoth巴songand choose the以;stanswer to the following Q.肥stion.
Question: What will th巴singerdo if his fri巴ndis in trouble? 
A: He will encourag巴hisfri巴ndto h巴Iphimself. 
B: H巴 willadvise his friend to calm down. 
C: He will comfort his friend. 

STEP 2: UST剖陥F四 PERC印刊倒

Fill in the blanks or chαlSe the word y'凶 hearas y'凶 listento the 5α刃again.

When you're w巴ary，feeling small 
When (1:.2.よllilL/主主主/辿主主主主)are in your ey巴S
I will (2:!!:'y' /.ill..i. /見込)th巴mall 
I'm on your side， oh， when times get (3:己辿1./以阜/且凶1!)
And friends just can't be found 

Like a Bridg巴OverTroubled Water 

Iwill (4:一一一一一 )m巴down
Like a Bridge Over Troubl巴dWater I will (5:一一一一一一 )m巴down

When you're血叫辺白込
When you' re on the street 

When evening falls so hard 

I will (6:且J.LQ旦/且山L旦/盟国包ヰ)you 

I will take your part 

Oh， when darkness comes 
And (7:巴旦/回出/且iL) is all around 

Lik巴aBridg巴OverTroubl巴dWater I will (8:一一一一一一)me down 
Like a Bridg巴OverTroubled Wat巴rI will (9:一一一一一一)me down 

Sail on (10:誕江主L/2lli:. /訟illlLJgirl， Sail on by 
Your tim巴hascom巴to(11:五比/主魁且/辿山1.)

AII your dr巴amsar巴ontheir way 

See how they (12:立bY./辿恒三/辿ω1.)
Oh， if you n巴eda friend I'm sailing right (13:単民国/陸出立/色鮮血Q) 

Like a Bridge Ov巴rTroubled Water 

I will (14:旦訟/且比/旦旦!.i.) your mind 

Like a Bridge Over Troubl巴dWater 

lwill (15: ease /巴<m'./ easily ) your mind 

STEP 3: Let's Sing! 

ト制Vstand up and si ng thi 5 5α19 together . 
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NOTES: 

1) Richards & Schmidt (2002: 205)は“foreignertalk"の特徴として、 a.it is 
slower and louder than normal speech， often with巴xaggeratedpronouncia-
tion， b. it uses simpler vocabulary and grammar目 Forexample， articles， 
function words， and inflectIons may be omitted， and complex v巴rbforms 
are replaced by simpler ones、c.topics are sometimes repeated or moved 
to the front of sentences， for exaplme: Y our bag? Wher巴youleave your 
bag?の3点を挙げている。
2) Richards & Schmidt (2002: 161)は「談話標識 (discoursemarkers) J を
“expressions that typically connect two segments of discourse tut do not 
contribute to the meaning either. These include adverbials (e.g. howeveJ~ 
still) ， conjunctions (e.g. and， but) ， and prepositional phrases (e.g. in jact)" 
と定義している。

3 )小林敏彦著 (2004年) ~VOA 英語ニュースリスニングトレーナー』東京:語研
4 )隣接ペアには、 1)あいさつ(日常のあいさつや感謝の表明)、 2)質問と返答
(情報交換を目的とする質疑応答)、 3)伝達と反応(情報の提供や報告とそれ
に対する驚き、怒り、喜びなど)、 4)主張と同意・反対(主張、提案とそれに

対する反応)、 5)勧誘・申し出と返答(何かの誘い、好意の申し出と返答)、
6)依頼・要求と返答(依頼、要求、指示、許可願い、忠告とそれに対する返
答)、7)問題と解決(問題の提起、悩み、不平、苦言、抗議とそれに対する解

決策や謝罪の表明)の 7つが代表例である。

5) Bachman & Palmers (1996: 44)“target language domain" (= a set of 
specific language use tasks that the test takers is likely to encounter outside 
of the test itself) 
6 ) “schema"の複数形である“schemata"は、“thestructure of knowledge of 
ordinaryevents! (Nassaji， 2001: 442)および“thestructure of organization 
of linguistic and discourse lmowledge" (N assaji， 2001・442)を記述するもの
で、 Carrel(1984)は前者を内容スキーマ (contentschema)、形式スキーマ
(formal schema) と呼んだ。
7) “script"はSchnak& Abelson (1977) の用語であるが、 Minsky (1975) 
は“frame"と呼んでいる。いずれも Carrelの呼称ではほぼ同一でbある。
8)筆者が担当する国立大学法人小樽商科大学の教職科目である「英語科教育法

IIIJではここ数年、教材開発 (materialdevelopment)をテーマに各種のリス
ニングやスピーキングの教材の作成に関わる実践的な内容の授業を展開して
し〉る。
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APPENDIX I 

Richards (1987: 167-169)が示すリスニング技能の構成要素

Micro~Skills: Conversational Listening 
1. Ability to retain chunks of language of different lengths for short periods 
2. Ability to discriminate among the distinctive sounds of the target language 
3. Ability to recognize the stress patters of words 
4. Ability to recognize the rhythmic structure of English 
5. Ability to recognize the functions of stress and intonation to signal the information structure of 
utterances 
6. Ability to identify words in stressed and unstressed positions 
7. Ability to recognize reduced forms of words 
8. Ability to distinguish words boundaries 
9. Ability to recognize typical、110rdorder patterns in the target language 
10. Ability to recognize vocabulary used in core conversational topics 
11. Ability to detect key words (i. e.， those which identify topics and propositions) 
12. Ability to guess the meanings of words from the contexts in which they occur 
13. Ability to recognize grammatical word classes (parts of speech) 
14. Ability to recognize major syntactic patterr】sand devices 
15. Ability to recognize cohesive devices in spoken discourse 
16. Ability to to recognize elliptical forms of grammatical units and sentences 
17. Ability to detect sentence constituents 
18. Ability to distinguish between major and minor constituents 
19. Ability to detect meanings expressed in differing grammatical forms/sentence types (i. e.， that a 
particular meaning may be expressed in different ways) 
20. Ability to recognize the communicative functions of utterances， according to situations， participants， 
goals 
21. Ability to reconstruct or infer situations， goals， participants 
22. Ability to use real world knowledge and experience to work out purposes， goals， settings， procedures 
23. Ability to predict outcomes from events described 
24. Ability to infer links and connections between events 
25. Ability to deduce causes and effects from events 
26. Ability to distinguish between literal and implied meanings 
27. Ability to identify and reconstruct topics and coherent structure from ongoing disごourseinvolving two 
or mQre speakers 
28. Abi1ity to recognize markers of coherence in discourse， and to detect such relations， as main idea， 
supporting idea， given inforn1atiol1， new informatiol1， generalizatiol1， exemplification 
29. Ability to process speech at different rates 
30. Ability to process speech containing pauses， errors， corrections 
31. Ability to make use of facial， paralinguistic， and other clues to work out mea 
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APPENDIX 11 
リスニング独習法

1) Listening & Reading (本文に目を通しながら英語を聞く)
聞きながら英文に目を通す方法です。数度聞いてから本を開く方法と、最初から聞きながら読む

方法があります。聞きながら読んでいる最中は、頭の中で完壁な和訳をしようとせず、 80パーセ

ント程度の理解度を目安に先に進んでください。英語の語順で理解するように、目は常に左から右

へ移動させるように徹底させます。とのため次から次へと先に音声に遅れず、に読み進めていくよ

うにしてください。語順の克服と、意味のある長さの単位を理解し、瞬時で大体の意味を把握させ

る手法として、 CDを使用した読解演習は有効です。

2) Listening & Reading Aloud (英語を聞いた後で、音読する)
聞きながら英文を音読する方法です。正確な発音やイントネーション、さらに意味のある長さの

単位を学ぶために有効な方法です。これには、 CDを1文ずつ止めて繰り返す方法と、もっと長い
適当な長さのところで止めて繰り返す方法があります。慣れてくると音声とほぽ同時に発音でき

るようになります。

3) Listening & Repeating (英語を聞いた後で、繰り返す)
英文を見ないでCDの後に続いて繰り返し発音してみる方法です。CDを1文ずつ止めて繰り返
す方法と、もっと長い適当な長さのところで止めて繰り返す方法があります。実力に合わせて調整

してみてください。慣れてくると音声とほぼ同時に発音できるようになりシャドウイングへと発

展していきます。

4) Shadowing (英語を荷き、同時に繰り返す)
英文の語句が聞えた直後、またはほぽ同時に声を出し繰り返す方法です。慣れないうちは、芦を

出さずに口を動かしたり、ささやく程度(whispering)でもかまいません。また、ヘッドフォンを
使用すれば自分の声がじゃまにならなくなりますが、訓練が進むにつれてヘッドフォンなしでも

できるようになります。元々同時通訳者の養成法として世界中で行われている方法でしたが、今で

はリスニング力を高め、英文をチャンクとして記憶に定着させ、発音やイントネーションも正確か

っ滑らかにさせるために、一般の英語学習者の中にも実践する人が増えてきました。

5) Listening & Dictation (英語を開いた後で、書き取る)
英文を見ないで、、適当な長さのところで CDを止め、聞き取った部分を書き取る方法です。これ
は聞き取れない部分を何度も繰り返し聞き、長期間根気よく続けることが大切です。 2、3回聞い

てもわからないからといって英文を見るのではなく、最低10回は聞いてから確認するようにして
ください。根性のある人は 1週間ぐらい粘ってみましょう。数か月もすれば、冠詞や単語の語尾、

一音節の単語などを聞き逃すことが少なくなるでしょう。

6) Focused Listening (特定の語句を聞き取る)
特定の語句に焦点、を合わせて聞き取る方法です。例えば、「動詞J'形容詞」などの品詞、「数字」、

「大きさを表す語句」などのジャンルから聞き取る焦点をまず選び、ニュースの英文原稿全文を一

度開きながら該当する語句を書き出します。これを 1ラウンドとし、 1ラウンド聞く度に特定語句

を変えたり、必要に応じて同じ特定語句を聞き取るために数ラウンド聞きます。友人と一緒に競技

するような形ですると効果的です。洋楽のCDなどを買うことがあれば、付属の歌詞カードをスク
リプトとみなし、一曲聞くごとに焦点を変えて見てください。歌詞カードがないものは、ネット上

の検索エンジンで簡単に入手できます。

7) Overlearning (過剰学習 :CDを再生のままにして聞き流す)
CDをテキストと共に集中的に使用し、十分学習できたと実感できた後には、過剰学習のために
部屋の中で再生させたままにしたり、通勤・通学の時に、小型プレーヤーで開き流すようにしてく

ださい。これは一度理解した英文の語索、構文、英語の発音、イントネーションを無意識に定着さ

せるのが狙いです。注意(attention)を払いながら聞き続ける必要はありません。 BGMのように
音楽のように聞いてください。乙の方法は、特にイントネーションの習得と語集を忘れないように

する効果があります。




